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第 1節 位箇と地形

位
罹
と
面
積

大
間
町
は
、
青
森
県
下
北
半
島
の
西
北
端
の
突
出
部
、
本
州
最
北
端
に
位
置
す
る
町
で
あ
る
。
町
の
東
側
は
風

間
浦
村
、
南
東
は
大
畑
町
、
南
西
は
佐
井
村
と
接
し
、
西
か
ら
北
は
津
軽
海
峡
に
面
し
て
い
る
。
南
側
の
山
岳

地
帯
は
、
下
北
半
島
の
山
々
の
中
で
は
低
い
も
の
だ
が
、
折
り
重
な
る
よ
う
に
連
な
っ
て
、
佐
井
村
、
大
畑
町
、
風
間
浦
村
へ
と
続
く
。

ほ
ぼ

町
の
形
は
、
大
正
八
年
(
-
九
一
九
）
に
作
成
さ
れ
た
大
間
町
の
前
身
、
大
奥
村
の
『
大
奥
村
誌
』
に
よ
れ
ば
「
地
形
暑
不
等
辺

三
角
形
ニ
シ
テ
」
と
、

位
潰
と
地
形

そ
の
村
域
を
記
し
て
い
る
が
、
北
端
の
大
間
崎
と
大
畑
に
接
す
る
南
端
を
長
径
と
し
た
楕
円
形
に
近
い
町
城

を
な
し
て
い
る
と
見
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
広
が
り
は
、
東
西
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
町
域
の

総
面
積
は
五
一
・
九
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

津
軽
海
峡
に
面
す
る
海
岸
線
は
延
長
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
が
、
そ
の
北
端
に
大
間
町
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
大
間
崎
が
あ

る
。
こ
の
地
点
は
、
北
海
道
の
南
端
、
松
前
半
島
の
白
神
岬
よ
り
約
三

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
北
に
当
た
り
「
こ
こ
本
州
最
北
端
の
地
」

の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
突
端
か
ら
津
軽
海
峡
の
水
路
約
六

0
0
メ
ー
ト
ル
を
隔
て
た
北
方
沖
に
大
間
崎
灯
台
を
い

た
だ
＜
弁
天
島
が
あ
る
。
鳥
居
島
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
島
は
、
周
囲
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
束
西
約
―
二
六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一

本
州
の
最
北
端

に
位
置
す
る
町

第
一
節
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第 1章 大間町の自然環境

写真 I-I 内山から大間崎・北海道を望む

に
あ
る
こ
と
に
な
る
。

る
。
緯
度
で
み
れ
ば
イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ

七
六
メ
ー
ト
ル
の
全
島
が
岩
石
に
よ
っ
て
成
っ
て
い
て
、
『
新
撰
陸
奥
国
誌
』
に
よ
れ
ば
「
岩
の
高
き
と
こ
ろ
五
丈
、
東
を
大
フ
ト
、

西
を
汐
口
、
南
を
カ
カ
リ
、
北
を
沖
の
間
と
い
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
央
に
そ
び
え
る
灯
台
は
、
塔
身
が
二
五
・

五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
こ
の
地
点
を
大
間
町
の
経
緯
度
の
基
点
、
東
経
一
四

0
度
五
八
分
、
北
緯
四
一
度
三
三
分
と
し
て
い
る
の
で
あ

ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
、

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
と
、

ほ
ぽ
同
じ
線
上

大
間
崎
を
頂
点
と
し
て
、
太
平
洋
側
を
下
る
と
風
間
浦
村
、
津
軽
海
峡
側
を
下
る

と
奥
戸
、
材
木
を
経
て
佐
井
村
に
隣
接
す
る
地
形
は
、
地
図
の
上
か
ら
眺
め
た
だ
け

で
も
、
こ
の
大
間
町
が
本
州
の
最
北
端
の
厳
し
い
環
境
に
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。

下
北
半
島
は
、
つ
い
近
年
ま
で
青
森
県
の
＂
陸
の
孤
島
＂
と
呼

ば
れ
る
位
置
に
あ
っ
た
。
そ
の
形
状
か
ら
”
マ
サ
カ
リ
半
島
＂

の
異
名
の
あ
る
下
北
郡
の
一
帯
は
、
特
に
マ
サ
カ
リ
の
頭
部
に
当
た
る
西
北
部
へ
の

交
通
便
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
北
端
に
位
僅
す
る
大
間
町
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

隣
接
す
る
佐
井
村
、
風
間
浦
村
も
、
県
都
か
ら
は
隔
絶
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
と
い
っ

、、゚

て

し

し
昭
和
四
十
三
年
(
-
九
六
八
）
に
、
大
間
崎
一
帯
の
海
岸
線
と
弁
天
島
周
辺
が
下

北
半
島
国
定
公
園
の
指
定
を
受
け
、
昭
和
四
十
五
年
（
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
四
日
、

函
館
市
・
野
辺
地
町
間
国
道
指
定
）
に
国
道
二
七
九
号
線
が
、
下
北
半
島
へ
の
分
岐

点
で
あ
る
野
辺
地
町
か
ら
最
北
端
の
大
間
町
ま
で
全
面
舗
装
に
よ
る
「
む
つ
は
ま
な

対
岸
の
北
海
道

に
最
も
近
い
町
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第 1節 位罹と地形

図 I-I 津軽海峡全図
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第 1章 大間町の自然環境

写真 1-2 就航中のフェリーボート「ばあゆ」

写真 1-3 大間港に初入港する大函丸

写真 1-4 むつはますライン開通式

す
ラ
イ
ン
」
と
し
て
完
成
し
た
と
は
い
う
も
の
の
、
鉄
道
は
大
畑
町
ま
で
し
か
な
く
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
は
バ
ス
が
唯
一
で
あ
る
。

そ
の
代
わ
り
、
海
を
隔
て
て
い
る
と
は
い
え
、
大
間
町
は
北
海
道
渡
島
地
方
の
亀
田
半
島
と
相
対
し
、
函
館
市
に
三
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
対
岸
の
戸
井
町
汐
首
岬
ま
で
は
、
わ
ず
か
一
七
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
陸
路
よ
り
海
路
の
方

が
先
に
発
達
し
、
昭
和
三
十
九
年
、
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
が
就
航
し
て
以
来
、
大
間
町
は
本
州
と
北
海
道
を
結
ぶ
海
上
ル
ー
ト
の
拠
点

と
な
っ
た
。
当
時
は
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
が
函
館
市
・
戸
井
町
・
室
蘭
市
の
三
ル
ー
ト
に
次
々
と
就
航
し
た
が
、
現
在
は
北
海
道
南
部
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第 1節 位罹と地形

ル
）
、
大
滝
山
（
五
六
一
―
-
•
四
メ
ー
ト
ル
）
、
折
戸
山
（一
九
・
一
メ
ー
ト
ル
）

な
ど
と
、
急
に
低
く
な
っ
た
山
容
を
見
せ
る
。

ト
ル
に
し
か
す
ぎ
な
い
が

そ
の
急
峻
さ
に
は
定
評
が
あ
る
。

低
い
山
々
と

小
さ
な
河
川

と

い
か
に
北
海
道
と
の
交
流
が
深
か
っ
た
か
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

の
深
い
関
係
が
読
み
取
れ
る
。

『
大
奥
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
「
海
上
拾
四
町
一
章

最
大
の
都
市
で
あ
る
函
館
市
に
一
時
間
半
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
必
然
的
に
北
海
道
、
特
に
函
館
市
と
の
経
済
・
文
化
の
影

こ
の
こ
と
は
、
現
代
に
入
っ
て
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
見
て
も
古
代
か
ら
、
北
海
道
と
下
北
半
島
の
大
間
地
区
と

大
正
四
年
(
-
九
一
五
）

の
大
間
尋
常
高
等
小
学
校
の
副
読
本
と
な
っ
て
い
た

ノ
水
ヲ
隔
テ
函
館
港
卜
相
対
ス
」
と
明
記
さ
れ
、
「
海
運
ノ
便
ア
ル
ヲ
以
テ
、

地
形
と
海
岸
線

大
間
町
が
位
罹
す
る
下
北
半
島
の
西
北
部
は
、

も
と
も
と
下
北
半
島
の
山
地
に
は
、

日
用
ノ
米
粟
等
輸
入
ヲ
仰
キ
、
幸
ニ
シ
テ
乏
シ
カ
ラ

ザ
ル
ヲ
得
タ
リ
、
本
村
ハ
則
チ
半
島
北
方
ノ
尽
頭
二
在
リ
ト
イ
エ
ド
モ
、
旧
北
海
道
ノ
道
路
二
係
リ
、
当
時
較
賑
盛
ノ
地
々
卜
云
フ
」

そ
の
は
と
ん
ど
が
山
地
と
海
岸
線
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ほ
ど
の
高
峰
は
な
く
、
半
島
の
最
高
峰
、
釜
臥
山
で
さ
え
八
七
九
メ
ー

特
に
南
西
に
隣
接
す
る
佐
井
村
域
に
は
、
こ
の
地
域
の
最
高
峰
で
あ
る
大
作
山
（
七
七
六
・
三
メ
ー
ト
ル
）
、
荒
沢
岳
（
六
七
一
・

ぬ
い
ど
う
い
し
や
ま

六
メ
ー
ト
ル
）
、
ア
ン
ド
山
（
六
四
五
・
七
メ
ー
ト
ル
）
、
縫
道
石
山
（
六
二
六
メ
ー
ト
ル
）
、
湯
ノ
沢
岳
（
五
五
七
・
七
メ
ー
ト
ル
）

な
が
れ
げ
と
や
ま

な
ど
、
急
峻
な
山
々
が
分
布
す
る
が
、
大
間
町
域
に
入
る
と
流
家
戸
山
（
三
三
六
•
四
メ
ー
ト
ル
）
、
三
界
平
山
（
三
四
六
メ
ー
ト

響
を
下
北
の
各
地
よ
り
強
く
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
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第 1章 大間町の自然環境

延

々

続

く

海

岸

段

丘

は
、
延
々
と
続
く
階
段
状
の
地
形
ー
l

—
海
岸
段
丘
が
発
達
し
て
い
る
。
一
番
高
い
段
丘
は
、
大
間
町
と
風
間
浦
村

し
か
し
、
奥
戸
地
区
の
東
南
に
あ
る
大
滝
山
は
、
佐
井
村
の
荒
沢
山
、
大
畑
町
の
右
衛
門
四
郎
山
、
風
間
浦
村
の
目
滝
山
に
連
な

り
、
材
木
地
区
の
南
に
あ
る
材
木
山
は
、
北
に
延
び
て
岩
穴
・
高
山
の
二
支
峰
を
出
し
、
新
釜
・
八
森
の
高
原
を
走
っ
て
津
鼻
崎
に

連
な
る
起
伏
の
激
し
い
山
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
ま
た
、
姿
の
美
し
い
山
と
し
て
は
、
奥
戸
地
区
の
南
に
あ
る
黒
岩
山

に
し
ふ
つ
け
や
ま

や
天
狗
山
、
大
間
地
区
の
東
に
位
置
す
る
西
吹
付
山
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
標
高
―

1
0
0
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
低
い
山
だ
が
、

特
に
天
狗
山
は
、
扇
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
美
し
い
稜
線
を
見
せ
、
古
く
か
ら
航
海
者
の
指
標
と
さ
れ
て
き
た
山
で
あ
る
。

河
川
に
も
大
河
と
い
え
る
も
の
は
な
い
。
そ
の
中
で
一
番
大
き
な
も
の
は
、
奥
戸
川
で
あ
る
。
大
滝
山
に
そ
の
源
を
発
し
て
西
北

に
流
れ
、
小
川
代
山
か
ら
発
す
る
小
川
代
川
を
合
わ
せ
て
奥
戸
湾
に
注
ぐ
。
長
さ
は
八
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
次
ぐ
の
が
材
木
山
を
源
と
す
る
材
木
川
で
、
約
四
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
清
流
が
材
木
地
区
の
北
端
に
沿
っ
て
材
木
湾
に
入

る
。
こ
の
ほ
か
、
大
間
地
区
の
中
央
を
貫
流
し
て
大
間
湾
に
注
ぐ
大
間
川
、
材
木
山
の
支
峰
赤
石
山
か
ら
赤
石
湾
へ
注
ぐ
赤
石
川
、

黒
岩
山
と
天
狗
山
か
ら
発
し
て
黒
岩
湾
に
注
ぐ
黒
岩
川
、
大
間
内
山
か
ら
小
奥
戸
湾
に
入
る
小
奥
戸
川
、
大
間
内
山
か
ら
西
に
流
れ

て
大
間
町
と
風
間
浦
村
の
蛇
浦
地
区
の
境
界
を
流
れ
る
垂
水
川
な
ど
が
あ
る
。

大
間
町
の
南
西
に
隣
接
す
る
大
畑
町
か
ら
大
間
崎
へ
向
か
う
海
岸
線
と
大
間
崎
か
ら
佐
井
村
へ
向
か
う
海
岸
線
に

の
境
界
付
近
に
あ
る
赤
平
段
丘
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
そ
の
標
高
は
一
五

0
ー
一
七

0
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
。

ま
た
、
奥
戸
地
区
付
近
に
展
開
さ
れ
る
段
丘
は
、
奥
戸
高
位
段
丘
と
呼
ば
れ
る
六

0
メ
ー
ト
ル
前
後
の
も
の
と
、
そ
れ
よ
り
低
い

奥
戸
中
位
段
丘
が
あ
る
。
高
位
段
丘
の
方
は
そ
れ
は
ど
長
く
続
い
て
い
な
い
が
、
中
位
段
丘
は
北
海
岸
一
帯
に
わ
た
っ
て
延
々
と
連

丘
面
の
上
に
あ
る
。

な
り
、
非
常
に
平
ら
な
面
を
持
っ
て
い
る
。
標
高
は
大
体
三

0
1
四
五
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、
大
間
平
と
呼
ば
れ
る
牧
場
地
も
こ
の
段

さ
ら
に
低
い
奥
戸
低
位
段
丘
は
、
奥
戸
川
や
材
木
川
、
原
田
川
な
ど
の
河
川
の
谷
沿
い
に
発
達
し
、
海
岸
段
丘
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第 1節位置と地形

図 1-2 大間町管内図
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第1章 大間町の自然環境

形
成
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
大
奥
村
誌
』

岬
の
数
々
と

広
大
な
原
野

大
間
地
域
の
段
丘
は
、

士
地
隆
起
と
海
面
変
化
の
中
で
、
海

に
浸
食
さ
れ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
段
丘
が
ど
の
時
代
に

し
か
し
、
大
間
町
の
海
岸
線
を
彩
る
も
の
は
、
段
丘
だ
け
で
は
な
い
。
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
大
間
崎
を
は

じ
め
と
す
る
「
崎
」
と
「
岬
」

の
数
々
が
、
国
定
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
を
倍
加
し
て
い
る
。

の
地
勢
概
要
に
よ
れ
ば
、
「
大
間
岬
ノ
南
方
三
十
町
ニ
シ
テ
根
田
内
崎
ア
リ
佐
井
村
界
ヲ
ナ
ス
津
鼻
崎
卜
相
対
シ
テ

奥
戸
湾
ヲ
抱
擁
シ
其
ノ
間
二
赤
岩
・
黒
岩
ノ
ニ
岬
ア
リ
テ
各
々
一
小
湾
ヲ
ナ
セ
リ
」
と
数
々
の
ぶ
岬
」
と
「
崎
」
を
紹
介
し
て
い
る

写真 1-5 奥戸沖からの遠景（海岸段丘）

わ
け
で
あ
る
。

な
っ
て
陸
地
に
堆
積
し
、
間
氷
期
に
は

こ
れ
が
溶
け
て
海
に
運
ば
れ
る
こ
と
か
ら
海

）
れ
ら
の
段
丘
は

い
つ
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が

特
徴
が
形
作
ら
れ
て
い
る
。

と
い
う
よ
り
、

河
岸
段
丘
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

大
間
町
の
一
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
海
岸
線
は
、
高
低
さ
ま
ざ
ま
の
段
丘
に
よ
っ
て
、

そ
の
地
形
の

1
0
0
万
年
前
か
ら
の
氷
河
時
代
と
温
暖
な
間
氷
期
の
海
水
面
変
化
や
上
地
隆
起
な
ど

の
要
因
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
永
期
に
は
、
水
が
氷
雪
と

水
面
が
大
ぎ
く
変
化
す
る
。
氷
期
に
は
海
水
面
が
一
五

0
メ
ー
ト
ル
も
低
下
し
、
間
氷

期
に
は
六

0
-
1
0
0
メ
ー
ト
ル
も
上
昇
す
る
時
期
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
両

期
の
間
に
海
水
面
は
二

0
0
ー
ニ
五

0
メ
ー
ト
ル
も
の
上
下
変
動
を
し
た
こ
と
に
な
る

五
0
万
年
前
以
降
に
、

10 



第 1節 位置と地形

あ
る
。

が
、
中
で
も
大
間
崎
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
名
勝
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
津
鼻
崎
は
、
大
間
町
を
象
徴
す
る
も
う
―
つ
の
顔
で
あ
る
。

『
大
奥
村
誌
』
に
も
「
材
木
崎
ハ
別
名
八
森
崎
卜
称
シ
海
中
二
斗
出
ス
ル
コ
ト
七
町
三
十
間
、
尽
頭
岩
礁
削
ル
ガ
如
シ
、

二
材
木
岩
層
ア
リ
、
高
サ
四
十
尺
材
木
ノ
化
石
セ
シ
モ
ノ
ニ
似
タ
リ
、
村
名
ノ
因
テ
起
リ
シ
所
以
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

大
間
町
の
集
落
の
中
で
、
も
っ
と
も
古
い
材
木
地
区
の
地
名
発
生
に
も
欠
か
せ
な
い
崎
で
あ
る
。

も
う
一
っ
大
間
町
の
地
形
を
語
る
上
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
は
、
各
地
に
点
在
す
る
広
大
な
原
野
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
大
奥

村
誌
』

野
八
十
六
町
歩
余
、
焼
畑
平
六
十
二
町
歩
余
ニ
シ
テ
、
其
他
館
ノ
上
、

で
大
正
八
年
(
-
八
一
九
）
当
時
の
も
の
で
見
る
と
、
「
広
漠
ノ
原
野
中
大
字
奥
戸
ノ
ニ
ッ
石
平
八
百
四
町
歩
余
、
小
奥
戸

八
森
等
二
十
余
町
歩
ノ
原
野
ア
リ
、
大
字
大
間

ニ
ハ
根
戸
内
野
九
十
二
町
歩
余
、

黒
岩
新
釜
、

七
郎
平
百
二
十
三
町
歩
余
、
大
間
平
二
百
十
六
町
歩
余
ノ
原
野
ナ
リ
」
と
あ
る
。

其
東
八
町

―
町
歩
は
大
体
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
か
ら
、
一

0
0
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
軽
く
超
す
広
大
な
原
野
が
大
間
町
に
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
野
は
明
治
・
大
正
期
か
ら
戦
時
中
に
か
け
て
、
そ
の
一
部
を
国
防
用
地
と
し
て
陸
軍
省
に
編
入
さ
れ
た

り
、
戦
後
の
開
発
に
よ
っ
て
微
減
し
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
今
な
お
、

そ
の
大
部
分
が
原
野
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
大
間
町
の
総
面
積
五
一
・
九
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
七

0
％
以
上
を
国
有
林
な
ど
の
山
林
が
占
め
、
段
丘

に
広
が
る
田
畑
と
原
野
を
合
わ
せ
た
約
二
五
％
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
そ
し
て
、
海
岸
沿
い
の
大
間
・
奥
戸
・
材
木
の
三
地
区
の
集
落
は
、

宅
地
と
し
て
は
全
部
合
わ
せ
て
も
一
％
に
も
満
た
ず
、

公
共
施
設
や
神
杜
仏
閣
な
ど
が
残
り
を
占
め
て
い
る
の
が
大
間
町
の
現
状
で

11 



第 1章 大間町の自然環境

地
質
と
火
山
岩

大
間
町
の
一
帯
の
地
質
は
さ
ま
ぎ
ま
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
『
大
奥
村
誌
』
で
は
「
本
村
ノ
地

質
ハ
火
山
岩
ニ
シ
テ
大
間
ハ
概
シ
テ
軟
岩
層
厚
ク
百
尺
余
二
達
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
‘
ン
」
と
だ
け
、
簡
潔
に
記
さ
れ

し
か
し
単
に
火
山
岩
と
は
い
っ
て
も
、
宇
曾
利
湖
を
中
心
と
す
る
恐
山
山
地
や
、
隧
岳
を
中
心
と
す
る
佐
藤
ケ
平
山
地
が
第
四
紀

の
火
山
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
間
・
佐
井
地
区
の
直
部
山
地
の
大
部
分
は
、
新
第
三
紀
の
火
山
砕
屑
物
か
ら
成
っ
て
い
て
、
流
紋
岩
・

安
山
岩
・
玄
武
岩
・
花
岡
閃
緑
岩
な
ど
の
多
彩
な
火
成
岩
の
ほ
か
、
古
代
層
と
考
え
ら
れ
て
い
る
数
多
く
の
堆
積
岩
が
見
ら
れ
る
。

大
間
崎
の
海
岸
に
行
く
と
、
す
ぐ
に
目
に
つ
く
の
が
緩
く
傾
斜
し
て
海
に
没
し
て
い
る
黄
褐
色
の
地
層
で
あ
る
が
、

け
つ
が
ん

て
み
る
と
、
そ
の
中
心
を
占
め
る
も
の
が
新
第
三
紀
の
深
い
海
の
中
に
堆
積
し
た
硬
質
頁
岩
と
呼
ば
れ
る
岩
石
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

け
い
そ
う

る
。
そ
し
て
こ
の
岩
石
の
上
に
、
軟
ら
か
い
泥
岩
や
凝
灰
質
砂
岩
の
地
層
も
積
み
重
な
っ
て
い
て
、
海
綿
動
物
や
珪
藻
の
化
石
な
ど

も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
層
は
、
い
わ
ゆ
る
大
間
層
と
呼
ば
れ
、
大
間
町
一
幣
に
分
布
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
大
間
崎
か

ら
津
軽
海
峡
の
狭
い
水
路
を
隔
て
て
浮
か
ぶ
弁
天
島
は
、
す
べ
て
流
紋
岩
と
呼
ば
れ
る
岩
石
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、

ま
た
、
大
間
崎
か
ら
東
側
海
岸
沿
い
に
、

岩
の
傾
斜
し
た
層
が
分
布
し
て
い
る
か
、

材
木
地
区
の
海
岸
一
LU

市
に
見
ら
れ
る
材
木
岩
と
呼
ば
れ
る
火
成
岩
は
、
表
面
が
風
化
し
て
淡
褐
色
を
示
し
て
い
る
が
、
新
鮮
面
を

）
の
海
岸
に
は
玄
武
岩
の
岩
脈
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
を
調
べ

こ
れ
も
お
そ
ら

し
お
た
れ

ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
ど
の
地
点
に
あ
る
汐
垂
石
に
も
、
大
間
崎
と
同
じ
よ
う
な
硬
質
頁

く
こ
の
大
間
層
の
中
の
岩
脈
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

て
い
る
。

多
彩
な
火
成
岩

か
ら
成
る
地
質

12 



第 1節 位置と地形

間
層
は
三

0
0
0
万
ー
一
五

0
0
万
年
前
の
い
わ
ゆ
る
新
生
代
中
新
世
期
に
一
―

1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
深
海
で
生
成
さ
れ
た
も
の
と

一
五

0
0
万
ー
七

0
0
万
年
前
に
数
百
メ
ー
ト
ル
の
海
底
火
山
の
噴
出
物
が
堆
積
し
た
も
の
と
考
え

材
木
・
弁
天
島
・
郵
木
な
ど
の
火
成
岩
類
は
、
大
間
層
・
奥
戸
集
塊
岩
層
に
溶
岩
が
貰
入
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
垂
水
の
黒

褐
色
頁
岩
は
、

こ
の
と
き
の
熱
作
用
を
受
け
て
硬
質
化
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

た
火
成
岩
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ら
れ
て
い
る
。

み
ら
れ
、
奥
戸
集
塊
岩
層
は

写真 1-6 赤石海岸の岩

写真 I-7 津鼻崎の岩

そ
の
硬
度
に
よ
っ
て
、

石
器
と
し
て
も
利
用
さ
れ

も
重
な
る
と
い
う
多
彩
な
地
層
を
形
成
し
て
い
る
。
大

重
な
り

層
と
呼
ば
れ
る
頁
岩
層
で

こ
れ
に
奥
戸
集
塊
岩
層
が

さ

れ

き

の

へ

じ

さ
ら
に
火
山
灰
質
砂
礫
か
ら
成
る
野
辺
地
層

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
間
地
域
の
基
盤
岩
は
、
大
間

大
き
い
も
の
で
は
径
一
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
。

の
で
、
見
事
な
柱
状
節
理
の
発
達
し
た
部
分
が
た
り

山
噴
出
物
の
積
み
重
な
っ
た
地
層
の
一
部
に
当
た
る
も

浦
村
易
国
間
地
区
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
溶
岩
ゃ
火

出
し
て
み
る
と
、
青
灰
色
ー
灰
白
色
を
呈
す
る
斑
状
の

石
英
安
山
岩
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
石
英
安
山

い

こ

く

ま

岩
は
、
易
国
間
火
山
岩
類
と
呼
ば
れ
、
北
海
岸
の
風
間

13 



第 1章 大間町の自然環境

下
北
半
島
は
、
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
四
面
を
海
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
東
側
は
太
平
洋
、
北
側
の
津
軽

海
峡
、
西
側
北
部
の
津
軽
海
峡
と
西
部
の
平
館
海
峡
、
そ
し
て
南
側
と
半
島
頸
部
西
側
の
陸
奥
湾
で
あ
る
。
ま
た

半
島
全
体
の
陸
地
面
積
も
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
普
通
全
国
規
模
で
い
う
海
岸
部
と
内
陸
部
と
い
う
分
け
方
は
、
あ
ま
り
適
切
で
は
な

い
が
、
気
温
分
布
の
面
か
ら
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

①
下
北
半
島
の
東
側
海
岸
部
11
太
平
洋
型

②
下
北
半
島
の
西
側
海
岸
部
11
日
本
海
型

③
恐
山
か
ら
西
側
の
山
岳
部
11
山
岳
型

④
む
つ
ー
川
内
の
陸
奥
湾
ぞ
い
11
平
地
型

つ
ま
り
下
北
半
島
と
い
う
一
地
域
の
中
に
四
つ
の
タ
イ
プ
の
気
温
分
布
が
あ
り
、
青
森
地
方
気
象
台
・
大
間
局
地
農
業
気
象
観
測

所
の
観
測
デ
ー
タ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
か
月
と
九
月
か
ら
十
二
月
の
四
か
月
の
計
七
か
月
は
、
太
平
洋
型
と
日
本
海
型
の
両
海
岸
部
は
、
山
岳

下

北

半

島

の

陸

と

海

気

第
二
節

温 気
象
と
海
流
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第 2節 気象と海流

『
大
奥
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
「
東
北
西
ノ
三
面
海
二
臨
ミ
シ
内
地
の
極
北
ナ
ル
ヲ
以
テ
寒
サ
甚
シ
ク
検
温
器
ノ
華
氏
盛
夏
最
高
八
十

一
、
二
度
、
酷
寒
十
一
‘
―
一
度
二
…
…
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
大
間
・
大
畑
・
脇
野
沢
・
川
内
の
各
農
業
気
象
観
測
所
の
観
測

夏冬

涼暖

しか

くく

で
も
温
暖
な
地
域
で
あ
る
こ
と
は
、
表
1
1
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

型
や
平
地
型
の
内
陸
部
よ
り
気
温
が
高
い
。
こ
れ
は
陸
地
の
温
度
の
変
化
よ
り
、
海
水
の
温
度
の
変
化
が
緩
や
か
な
た
め
で
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
は
海
水
の
温
度
が
高
く
な
り
、
海
岸
部
は
そ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

五
月
か
ら
七
月
ま
で
の
三
か
月
は
そ
の
逆
で
、
陸
地
の
温
度
の
上
昇
に
対
し
、

の
方
が
海
岸
部
よ
り
高
温
と
な
る
時
期
で
あ
る
。

同
じ
海
岸
部
で
も
、
太
平
洋
型
の
東
側
海
岸
部
は
寒
流
の
影
響
を
受
け
、

つ
ま
り
、
東
側
海
岸
部
は
西
側
海
岸
部
よ
り
年
間
を
通
じ
て
気
温
が
低
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
大
間
町
は
、

冬
は
暖
か
い
」
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
平
成
元
年
(
-
九
八
九
）
以
来
、
青
森
県
全
体
が
一
部
を
除
い
て
暖
冬
傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、
大
間
町
は
そ
の
中

も
ち
ろ
ん
、
海
水
と
陸
地
温
度
の
変
化
だ
け
が
下
北
地
方
の
海
岸
部
と
山
岳
•
平
地
部
と
の
温
度
差
を
決
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

夏
や
冬
の
季
節
風
も
、

吹
き
付
け
る
し
、

そ
し
て
残
り
の
四
月
と
八
月
は
、

下
北
半
島
の
中
で
「
夏
は
涼
し
く
、

下
北
半
島
各
地
の
気
温
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
夏
は
温
度
の
低
い
太
平
洋
か
ら
の
風
が
東
側
海
岸
部
に

冬
は
温
度
の
高
い
日
本
海
か
ら
の
風
が
西
側
海
岸
部
に
吹
く
と
い
う
こ
と
も
、
西
側
海
岸
部
が
東
側
海
岸
部
よ
り

年
間
を
通
じ
て
高
温
で
あ
る
こ
と
の
大
き
な
条
件
だ
ろ
う
。

下
北
半
島
全
体
の
こ
の
よ
う
な
気
温
分
布
か
ら
み
る
と
、

ら
一
定
で
は
な
い
。

内
陸
部
の
気
温
は
平
均
す
る
。

海
水
の
温
度
の
上
昇
が
緩
や
か
な
た
め
、
内
陸
部

双
方
の
移
り
変
わ
り
の
時
期
と
し
て
海
岸
部
と

日
本
海
型
の
西
側
海
岸
部
は
暖
流
の
影
響
を
受
け
る
か

わ
が
大
間
町
は
下
北
半
島
の
中
で
、
他
の
西
側
海
岸
部

の
町
村
と
と
も
に
「
冬
は
暖
か
く
夏
は
涼
し
い
」
地
域
だ
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
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第 1章大間町の自然環境

表 I-I 月別平均気温（℃）

平成 7年

地玉‘‘‘‘月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

大間 -0.4 0.9 2.7 7.6 12.2 13.9 20.1 22.3 18.9 14.9 8.1 2.8 

むつ -0.7 -0.3 1.8 8.0 13.0 14.3 20.9 22.3 17.9 13.4 6.9 1.6 

小田野沢 -1.3 -0.3 2.0 6.9 11.5 13.0 19.5 21.4 17.8 13.9 6.9 1.7 

脇野沢 -l. 2 0.9 2.3 7.5 12.3 14.3 20.8 22.0 17.7 13.9 7.4 2.4 

平成 5年

地玄‘‘‘‘月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

大間 1.0 0.7 3.5 7.3 10.9 14.0 16.1 19.2 18.2 12.9 8.3 2.7 

むつ 0.1 0.0 2.6 7.1 11.8 14.5 16.4 19.1 17.4 11.5 7.4 1.6 

小田野沢 0.3 0.1 2.6 7.0 11.2 13.2 15.0 18.3 17.5 11.7 7.5 1.8 

脇野沢 0.7 0.5 2.8 6.9 11.4 14.3 16.4 19.0 17.6 11.9 8.1 2.1 

平成3年

地;‘‘~、月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

大間 1. 7 0.1 2.6 8.2 12.3 16.4 19.0 20.3 19.4 14.3 7.7 2.5 

むつ 0.6 -0.2 1.9 8.4 13.4 18.2 19.3 20.2 18.7 13.6 6.5 1.5 

小田野沢 0.5 -1.1 1.8 7.6 12.1 16.4 18.1 19.3 18.3 13.4 6.3 1.1 

脇野沢 0.8 -0.5 2.1 7.8 12.6 17.9 19.1 20.1 18.7 13.8 7.0 2.1 

青森県地域観測資料による

津軽海峡 N
l
ハ廿

゜＇小田野沢
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第 2節 気象と海流

西
風
と
東
風
と

南
西
風
が
多
い

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
大
間
町
の
気
温
が
他
の
町
村
に
比
べ
て
、
冬
の
気
温
が
高
く
、
盛
夏
は
低
い
と
い
う
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
例
外
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
月
別
平
均
気
温
を
見
る
限
り
、
大
間
町
・
佐
井
村
の
両
地
区
の
数
字
は
田
名

部
や
脇
野
沢
と
比
べ
て
、
冬
暖
か
く
、
夏
は
涼
し
い
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

確
か
に
酷
寒
の
季
節
に
大
間
崎
に
立
ち
寄
っ
た
観
光
客
は
、
そ
の
寒
さ
に
驚
き
、
土
地
の
者
の
肌
に
も
そ
の
厳
し
さ
は
変
わ
り
が

な
い
が
、
温
度
計
の
数
値
は
、
比
較
的
し
の
ぎ
や
す
い
極
北
の
町
・
大
間
町
の
意
外
な
一
面
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
な
お
、
観
測
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
大
間
局
地
農
業
気
象
観
測
所
は
、
原
子
力
発
電
所

立
地
予
定
地
点
な
ら
び
に
大
間
崎
灯
台
、
ア
メ
ダ
ス
観
測
地
点
と
比
較
し
た
場
合
、
大

間
町
内
で
も
内
陸
の
平
坦
地
に
位
謹
し
、
次
に
述
べ
る
風
向
・
風
速
と
も
比
較
的
穏
や

か
な
地
点
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
間
町
で
実
際
に
体
感
す
る
気
象
条
件
か
ら
は
多
少

風
向
き
と
風
速

大
間
局
地
農
業
気
象
観
測
所
の
月
別
風
向
別
日
数
表
に
よ
る
と
、

年
間
を
通
じ
て
最
も
多
い
風
は
西
風
（
ヒ
カ
タ
）
で
あ
り
、
続
い

て
東
風
（
ヤ
マ
セ
）
、
南
西
風
（
ク
ダ
リ
ヒ
カ
タ
）

穏
や
か
な
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
）

の
順
に
な
っ
て
い
る
。

一
番
多
い
西
風
は
、
十
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
最
も
多
く
吹
く
季
節
風
で
、
脇
野
沢

村
や
む
つ
市
の
海
で
は
船
を
出
す
の
に
都
合
の
い
い
風
だ
が
、
川
内
町
や
大
間
町
で
は

写真 1-8 ヤマセ雲
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第 1章 大間町の自然環境

図 1-3 風の方位別呼び名

アイ
キタタマカゼ

北

北西 北東

西

ロロ南西

東ロ
南東

南

f
r

、
リ
ナ
ダ
ミ
ク

の
風
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
ぐ
ら
い
の
日
数
で
複
雑
に
入
り
乱
れ
て

西
風
で
占
め
ら
れ
、
九
月
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

六
月
の
梅
雨
期
に
は
、
月
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
束
風
と
南

東
風
、
南
西
風
の
三
者
だ
け
で
、
年
間
の
三
分
の
二
以
上
を
占

め
、
残
り
の
三
分
の
一
を
北
西
風
（
タ
マ
カ
ゼ
）
、
北
東
風
（
シ

モ
カ
ゼ
）
、
南
東
風
（
ミ
ナ
ミ
ヤ
マ
セ
）
、
南
風
（
ク
ダ
リ
）
、

北
風
（
ア
イ
）
が
わ
ず
か
ず
つ
分
け
合
っ
て
い
る
。
特
に
南
風

と
北
風
は
極
端
に
少
な
い
。

季
節
を
追
っ
て
概
観
す
る
と
、
三
月
に
は
西
風
と
春
を
運
ぶ

南
西
風
と
束
風
が
多
く
、
四
月
に
東
風
を
主
役
に
南
西
風
と
西

風
、
五
月
に
は
東
風
と
西
風
の
間
に
北
東
風
が
や
や
多
く
入
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
風
が
入
り
混
じ
る
。
そ

六
月
か
ら
九
月
ま
で
は
、

し
て
十
月
か
ら
は
西
風
を
中
心
に
戻
り
、
二
月
ま
で
北
か
ら
西

に
か
け
て
の
風
が
月
の
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

を
運
ぶ
南
西
風
も
こ
の
時
期
に
多
い
。
そ
し
て
、
こ
の
西
風
と

ら
八
月
に
か
け
て
多
く
吹
く
季
節
風
で
あ
り
、
同
時
に
暖
か
さ

恐
れ
ら
れ
て
い
る
風
で
も
あ
る
。
次
に
多
い
東
風
は
、
四
月
か

「
ヒ
カ
タ
の
風
が
吹
く
と
大
シ
ケ
に
な
る
」
と
、
漁
師
た
ち
に
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第 2節気象と海流

表 I-2 月別平均風速 (m/s)• 最多風向

平成7年

地名～～～、月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

大間
3.8」/2.8 i 2.3,' 3.5 / 3.0 / 2.6,' 2.5 i 2.5 / 2.5,' 2.2,' 4.6 / 3.4 / r --.J ,--_, ,--.J r --.J r--.J ,--.J r--.J r --.J ,--_, r --.J r--.J 
I/ w /W  / W /WSW / ENE / E ,'SW ,'WSW /WSW /W  /W  /W  

むつ 賣3.2/I l/2―.8 面/ ,'2rN-. N7 -W0 /1I I,'3r-S.3W -0 ,' 3.2,' 2.6 / 2. 7,' 2. 7,' 2.7 / 2.3 / /4rW-.2 S-W J /1I/3r N-.1 W -J i r--.J r --.J r --」 r --.J r---.J r --.J 
/ SW ,'ESE ,'SSW ,'SW ,'NNE i NNE 

小田野沢 II3̀.5,'11,,2“ .6,' ,'2rW-. N7 -W" /1II,'3r-.5-W " ,' 
3.0 / 2.6,' 2.5 / 2.7 / 2.5,' 2.4,' 

Ì3.9 /1III3r̀ .0 / ,--.J r--_, ,--_, r-・-.J r---' r --_, 
/WSW ,'SE /WSW ,'SE ,'w ,'w 

脇野沢 熾2¥.3w/1Ii/2̀ .0 / /2N.3 而/ii2r̀ .4 / 2.4,' 3.2,' l. 7 I I 2.0,' 1. 6 I I 1. 7 I I /2rW-.N2 -W J /1I I/2rW-.N3 -W J / ,---_J r --.J r --_j r --_J r-―-.J r --.J 
八1/NW/ ENE ,'WNW /WNW /NW /NW 

平成5年

地忍～～～～月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

大間
3.9 / 4.0,' 3.7 i 3. 7,' 3.0 / 2.9,' 2. 7,' 2.8 i 2.7 / 3.5 /3.7 / 4. 4 1 1 r -• -.J r--_J r--..J r--_j r --_J r --_j r --.J r --.J ,--_, r--.J r ---J r __ J 
,'w ,'w /WSW /WSW ,'ENE / ENE ,'E ,'E ,'E ,'WSW ,'W,'W 

むつ
3.2,' 3.3/3.4/ 3.8 / 3.1,' 3.0 / 2.5 / 2.8 / 

/ 2r -.E8 -SE 」// 2r W-.9 S-W a / / 3r -.4 -W 」/I1I/ 3r -.4 W -」/ ,--.J ,---_J,---_J r--..., r --_J r --J ,-----.J ,-----.J 
,'w ,'W,'SW / SW i SW / SSW ,'ESE / ESE 

小田野沢
3.1 i 3.1 / 2.6,' l. 6 I I 1. 3 1 1 3.2,' 2. 7,' 

I I 3r E.2 St /1|l/3r -.53E ,' 3̀.1 /I13r-.4 W/I13r .8 w i ,---.J r• __ J r---_J r --..1 r―-―_J r--_J r ---.J 
,'w ,'w /W  /W  ,'SE ,'SE / SE 
3.3,'3.4,' 2.8 / 2.8,' 2.2 / 3.2 / 3.9,' 

,'3r E-.4N-EJ ,'1I,'3r -.N3-E J ,' ,'2r W-.N4-W 」,'1I/2rW-.N8-W」,'I1I/3r W-.N1-W J ,' 脇野沢 r--or--」 r --J r--..J r --_, r-_J r --.J 
/ W/ W /W  ,'WNW /WNW / ENE ,'ENE 

平成 3年

地沼～～～～月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

大間
3.6 / 3.5 / 3.8,' 3.3,' 2.7 / 2.6,' 2.3/2.1/ 2.5 / 2. 9,' 4.1,' 3.6,' r --.J ,---J r --..J r --_, r--_J r --J r --.J r--.J r--_, r --.J ,.. --.J r--_J 
,'w /WNW ,'WNW /WSW ,'WSW /SW / E / E/ W ,'w /W  ,'w 

むつ
3.1,' 3.3,' 3.3 / 3.5,' 3.0,' 3.1,' 3.0 / 2.5,' 2. 7,' 3.1,' 3.1 / 2.6,' r--.J r• --...1 r __.; r--..J r--_j 9--- _J r --.., ,--.J ,---_J r --.J r --.J ,----.J 
/NW ,'WNW /W  / SW /WSW !NNE ,'SE/ SE / SW / SW /WSW /NW 

小田野沢
3.7 / 3.5 / 3.5,' 3. 7,' 3.3 / 

I I 2r -.S7 E / I I 3r -.50 E /I1/2―.S7 E / 
3.0,' 3.3 / 3.0,' 2.5,' r --.J ,---_J r --_J F - -...1 r --_J ,--..1 ,---.J r --..J r --..J 

/WNW /WNW ,'w /W  /W  /W  ,'w ,'WNW /WNW 

脇野沢
2.9,' 3.0 / 3.3 i 3.0,' 

/2r W-.N5 -W J /I I/2r W.N8 -W -l i 3r-.5 -E0 /1II/ 3r-.3-」,' 
2.9 / 3.3,' 2.8 / 2.8 / ,--.., r--.J r --J r--.J r--_, r --..J ,---.J r --.J 

,'w /W  /W  ,'w / E ,'WNW /W  ,'w ,'WNW 
青森県地域観測資料による
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第 1章 大間町の自然環境

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

東
風
は
二
番
目
に
頻
度
の
多
い
風
で
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
璽
要
な
意
味
を
持
つ
風
だ
と
は
い
っ
て
も
、
強
さ
に
お
い
て
は
穏
や
か
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

（
そ
う
ど
ま
り

脇
野
沢
村
の
九
艘
泊
で
は
、
秋
の
ヤ
マ
セ
は
ミ
ゾ
レ
を
伴
っ
て
真
っ
向
か
ら
吹
き
付
け
て
く
る
の
で
、
沖
へ
出
た
漁
船
が
難
儀
す
る

と
恐
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
東
風
と
同
じ
よ
う
に
「
大
シ
ケ
の
と
き
の
タ
マ
カ
ゼ
」
と
、
東
通
村
尻
屋
で
恐
れ
ら
れ
て
い
る
北
西
風

は
、
頻
度
こ
そ
低
い
が
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
明
ら
か
に
強
く
吹
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
番
多
い
西
風
と
三
番
目
に
頻
度
の
多
い
南
西
風
も
平
均
す
る
と
五
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
風
速
と
な
る
が
、
や
は
り
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
は
強
く
な
り
、
総
合
的
に
い
っ
て
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
い
ず
れ
の
風
も
弱
く
、
冬
を
中
心
と
す
る
秋
か
ら
春
に
か

け
て
は
、
偏
西
風
が
強
い
と
い
う
の
が
大
間
地
区
の
実
情
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
風
向
き
と
風
速
は
、
陸
上
の
地
形
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
大
間
は
地
形
に
左
右
さ
れ

な
い
土
地
と
い
わ
れ
、
西
風
・
東
風
・
南
西
風
が
年
間
を
通
し
て
多
く
吹
き
、

に
な
る
よ
う
な
風
で
は
な
い
。

風
速
に
つ
い
て
も
、
大
間
局
地
農
業
気
象
観
測
所
の
月
別
風
向
別
平
均
風
速
表
を
眺
め
て
み
よ
う
。
年
間
、
最
も

少
な
い
北
風
と
南
風
は
、
い
ず
れ
も
風
速
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
、
最
大
で
も
五
メ
ー
ト
ル
級
と
弱
い
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
よ
り
は
頻
度
の
多
い
北
東
・
南
東
の
風
も
、
強
く
吹
く
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
あ
ま
り
問
題

冬
に
は
強
く

吹
く
偏
西
風

と
き
と
し
て
は
強
く
吹
く
が
、
平
均
風
速
に
す
る
と
や
は
り
三
メ
ー
ト
ル
前
後
と
な
り
、

吹
く
こ
と
も
、
は
っ
き
り
数
字
に
現
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
風
に
合
わ
せ
て
漁
師
た
ち
は
操
業
を
続
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第2節 気象と海流

大
間
局
地
農
業
気
象
観
測
所
の
資
料
に
よ
る
と
、
下
北
半
島
の
降
水
量
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
太
平
洋

岸
の
東
側
海
岸
部
が
西
側
海
岸
部
に
比
べ
て
降
水
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
九
月
に
入
る
と
、
こ
れ
が
逆
転
し
、
日
本
海
側
の
西
側
海
岸
部
の
方
の
雨
が
多
く
な
り
、
特
に
大
間
町
は
、
隣
村
の
佐
井
村

よ
り
多
い
―

1
0
0
ミ
リ
に
達
す
る
降
水
量
を
記
録
す
る
年
が
多
い
。
六
月
の
梅
雨
期
で
も
、
大
体
一

0
0
ミ
リ
程
度
が
普
通
だ
か
ら
、

九
月
に
は
そ
の
倍
の
量
の
雨
が
降
る
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
九
月
と
い
う
月
は
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
特
に
下

北
半
島
の
よ
う
な
狭
い
地
域
で
は
、
気
象
状
況
の
変
動
が
多
い
月
だ
が
、
大
間
町
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
毎
年
変
わ
る
こ
と
な
く
、

多
量
の
降
水
量
を
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

十
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、

ヽ
ゞ
ヽ

し
カ

そ
し
て
十
一
月
か
ら
一
月
の
冬
の
季
節
に
も
、
梅
雨
期
に
匹
敵
す
る
降
水
量
が
記
録
さ
れ
る
場
合
が
多

下
北
半
島
全
体
か
ら
み
る
と
、
十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は
西
側
海
岸
部
よ
り
内
陸
山
岳
部
の
降
水
量
が
多
く
な
っ
て
い
く
。

風
向
き
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
東
風
が
多
く
吹
く
四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
季
節
は
、
梅
雨
期
も
含
め
て
大
間
町
の
降
水
量
が

比
較
的
少
な
く
な
る
の
は
太
平
洋
岸
の
東
側
海
岸
部
へ
の
降
水
量
の
増
加
と
い
う
現
象
で
納
得
で
き
る
が
、
西
風
の
多
い
一
月
か
ら

三
月
、
そ
し
て
十
月
か
ら
十
二
月
の
時
期
に
、
ど
う
し
て
日
本
海
側
の
大
間
町
や
佐
井
村
の
降
水
量
が
多
く
な
ら
な
い
の
か
と
疑
問

視
す
る
人
た
ち
も
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
比
較
的
穏
や
か
な
束
風
が
上
陸
す
る
と
、
温
度
の
高
い
地
表
に
よ
っ
て
上
昇
気
流
と
な

り
、
た
ち
ま
ち
雨
雲
と
な
る
た
め
に
太
平
洋
岸
の
東
側
海
岸
部
の
降
水
量
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
西
風
の
場
合
は
、

H

本
海
の
湿
気
を
運
ん
で
く
る
と
は
い
う
も
の
の
、

梅
雨
よ
り
多
い

九
月
の
降
雨
量

雨

と

雪

山
岳
部
に
突
き
当
た
っ
て
か
ら
上
昇
し
、
雨
に
な
る
よ
り
は
雪
に
な
る
た
め
、
西
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第 1章 大間町の自然環境

表 I-3 月別降水量 (mm)

平成 7年

地；～～～、月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

大間 44 39 124 102 174 26 98 249 185 103 73 55 

むつ 107 56 78 126 167 37 102 154 137 95 76 51 

小田野沢 63 61 94 147 184 69 112 161 160 101 30 41 

脇野沢 97 40 76 125 154 48 110 179 125 127 60 93 

平成 5年

地；‘‘‘、月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

大間 84 121 35 67 54 181 113 151 101 53 87 137 

むつ 91 171 53 71 93 206 118 132 122 85 82 161 

小田野沢 69 134 25 58 104 208 136 180 176 93 74 126 

脇野沢 46 99 23 78 66 142 137 96 151 43 86 85 

平成 3年

j~/j 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

大間 27 93 31 54 28 54 212 230 90 115 41 69 

むつ 85 137 49 79 47 60 206 180 105 153 62 90 

小田野沢 X X 35 46 40 72 246 238 lll 160 34 48 

脇野沢 71 lll 38 62 45 69 256 221 107 87 77 90 

青森県地域観測資料による

あ
る
。

村
の
む
つ
湾
側
に
大
量
に
降
り
積
も
る
か
ら
で

山
々
を
越
え
て
、
む
つ
市
や
川
内
町
・
脇
野
沢

の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
風
に
乗
っ
て
佐
井
村
の

ま
ま
西
側
海
岸
部
の
大
間
町
や
佐
井
村
に
降
る

そ
こ
か
ら
上
昇
し
て
雪
に
な
る
も
の
の
、
そ
の

な
下
北
半
島
西
側
山
岳
部
に
突
き
当
た
る
と

地
形
と
降
雪
の
関
係
か
ら
こ
う
な
る
わ
け
だ

が
、
激
し
く
吹
き
付
け
る
西
風
が
規
模
の
小
さ

表
情
を
は
っ
き
り
と
表
し
て
い
る
。

あ
り
、
雪
の
少
な
い
下
北
半
島
西
側
海
岸
部
の

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
状
態
が
続
い
て
い
る
の
で

い
に
少
な
い
。
長
い
歴
史
の
中
で
例
外
な
く

比
べ
て
、
大
間
町
と
佐
井
村
の
積
雪
量
は
段
違

別
積
雪
量
の
表
を
見
て
も
ら

え
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

む
つ
市
と
脇
野
沢
村
に

降
雪
も
積
雪

も
少
な
い
町

十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
月

側
海
岸
部
の
降
水
量
は
多
く
な
ら
な
い
。
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第2節 気象と海流

二
つ
の
流
れ

の
強
い
影
響 四

―
つ
は
大
間
崎
の

『
大
奥
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
「
降
雪
ハ
十
一
月
初
旬
ヨ
リ
始
マ
リ
四
月
中
旬
二
至
ル
モ
其
量
多
カ
ラ
ズ
蓋
シ
烈
風
ノ
飛
散
ス
ル
ニ
ョ

ル
」
と
あ
る
が
、
山
が
海
岸
か
ら
離
れ
て
位
置
す
る
大
間
町
や
佐
井
村
は
、
そ
の
地
形
と
風
の
強
さ
に
よ
っ
て
、
文
字
通
り
雪
は
飛

散
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

大
間
町
の
海
流
と
潮
流
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
の
電
源
立
地
地
域
温
排
水
対
策
事
業
の
「
大
間
町
漁
村
地

城
振
興
計
画
策
定
業
務
報
告
書
」
に
非
常
に
綿
密
な
調
査
デ
ー
タ
が
あ
る
。
海
流
に
関
し
て
は
、
科
学
技
術
庁
研

究
調
査
局
に
よ
る
「
津
軽
暖
流
域
に
関
す
る
総
合
研
究
報
告
書
」
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
が
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
大
間
町
の
海

象
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

大
間
町
は
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
津
軽
海
峡
を
挟
ん
で
北
海
道
に
面
し
て
い
る
。
こ
の
津
軽
海
峡
の
潮
流
は
、
主
流
線

上
で
は
上
げ
潮
流
は
東
方
に
、
下
げ
潮
流
は
西
方
に
向
か
う
。
し
か
し
実
際
に
は
東
方
へ
の
一
方
流
で
あ
る
。
た
だ
月
が
南
北
回
帰

線
付
近
に
あ
る
数
日
間
だ
け
、
下
げ
潮
流
が
最
強
に
な
り
、
そ
の
一
時
期
だ
け
西
流
に
な
る
。
こ
れ
は
西
か
ら
束
に
向
か
う
恒
流

（
津
軽
暖
流
）
の
勢
い
が
強
い
た
め
で
、
潮
流
の
大
勢
は
こ
の
潮
流
に
支
配
さ
れ
て
い
る
た
め
、
東
方
へ
の
一
方
流
と
な
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

海
流
と
潮
流た

っ
ぴ
ざ
き

ま
た
、
大
問
崎
と
津
軽
半
島
の
竜
飛
崎
と
を
結
ん
だ
線
以
南
に
は
、
時
計
回
り
の
還
流
区
域
が
あ
り
、
同
以
北
の
主
流
線
の
勢
力

が
弱
い
と
き
に
は
還
流
の
勢
力
が
拡
大
し
、
流
速
も
弱
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
間
周
辺
の
海
流
は
、
大
き
く
二
つ
の
流
れ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
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第1章 大間町の自然環境

で
の
時
間
は
平
均
す
る
と
六
時
間
―
二
分
か
か
る
と
い
わ
れ
る
。

北
側
お
よ
び
東
側
の
津
軽
海
峡
の
強
い
流
れ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
区
域
、
も
う
―
つ
は
、
大
間
崎
よ
り
西
側
の
海
城
で
、
比
較
的

流
れ
の
弱
い
還
流
の
影
響
を
受
け
て
い
る
区
域
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
間
崎
を
境
と
し
て
、
大
間
町
の
海
は
全
く
違
う
表
情
と
内
容
を

日
本
列
島
の
海
流
を
見
る
と
、
九
州
の
南
方
で
黒
潮
暖
流
か
ら
分
か
れ
た
対
馬
暖
流
が
本
州
の
日
本
海
沿
岸
に

沿
っ
て
北
上
し
て
く
る
。
そ
し
て
津
軽
海
峡
の
西
口
の
南
西
で
対
馬
暖
流
か
ら
分
か
れ
た
津
軽
暖
流
が
津
軽
海

峡
に
入
っ
て
く
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
津
軽
暖
流
は
海
峡
を
出
た
と
こ
ろ
で
、
北
海
道
東
岸
に
沿
っ
て
南
下
し
て
き
た
親
潮
寒
流
に
出

合
7
こ
と
に
な
る
。

津
軽
暖
流
は
、
津
軽
海
峡
の
西
口
か
ら
束
へ
向
か
っ
て
進
む
が
、

に
押
さ
れ
て
、

や
や
そ
の
勢
い
が
衰
え
る
。
ま
た
海
流
は
、
沿
岸
の
地
形
に
よ
っ
て
も
、

そ
の
動
き
が
左
右
さ
れ
る
。
つ
ま
り
海
流

は
直
進
し
よ
う
と
す
る
が
、
沿
岸
の
地
形
に
く
ぽ
み
が
あ
る
と
、
そ
の
く
ぼ
み
に
回
り
込
ん
で
逆
向
き
の
流
れ
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
津
軽
暖
流
は
、
津
軽
半
島
に
沿
っ
て
陸
奥
湾
に
流
れ
込
み
、
下
北
半
島
に
沿
っ
て
流
れ
出
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
海
流
の
動
き
が
下
北
半
島
の
気
象
条
件
を
規
定
す
る
―
つ
の
要
素
に
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
津
軽
暖
流
と
親
潮

寒
流
の
季
節
ご
と
の
消
長
が
下
北
半
島
全
体
の
漁
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

潮
流
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
潮
の
千
満
に
よ
っ
て
起
こ
る
海
水
の
動
き
で
あ
る
。
こ
の
潮
流
の
流
向
と
流
速
も
、
沿
岸
漁
業
と
密

接
な
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
寄
せ
て
は
返
す
波
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
潮
流
は
、
ほ
ぼ
一
定
方
向
と
そ
の
ほ
ぼ
正
反
対
方
向
の

二
つ
の
流
向
を
持
ち
‘
―
つ
の
方
向
の
流
れ
が
始
ま
る
と
、
次
第
に
流
速
を
増
し
、
最
大
に
達
す
る
と
滅
速
し
て
静
止
し
、
今
度
は

ほ
ぼ
逆
の
流
れ
に
変
わ
り
、
こ
れ
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
こ
の
潮
流
の
向
き
が
変
わ
る
こ
と
を
転
流
と
い
う
が
、
転
流
と
転
流
ま

海
流
と
潮
流
の

漁
業
へ
の
影
響

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
流
れ
は
下
北
半
島
側
が
優
勢
で
、
北
海
道
側
は
親
潮
寒
流
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第 2節 気象と海流

斜
の
地
形
が
続
い
て
か
ら
急
に
深
く
な
っ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。
大
間
崎
か
ら
奥
戸
、
材
木
、

広
が
っ
て
お
り
、

状
に
横
断
す
る
地
形
を
な
し
て
い
る
。

写真 1-9

ト
ル
の
海
底
谷
と
な
る
。

大間崎クキド瀬の潮の流れ

潮
の
干
満
に
よ
っ
て
潮
流
が
決
ま
り
、
潮
の
干
満
は
月
齢
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
、

潮
流
の
流
向
は
旧
暦
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
ぎ
、
流
速
も
新
月
と
満
月
の
―
！
一
―
-
日

後
の
大
潮
の
と
き
最
大
と
な
り
、
弦
月
の
こ
ろ
の
小
潮
の
時
期
に
最
小
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
潮
流
の
動
き
を
大
間
町
の
漁
業
関
係
者
は
、
常
に
頭
に
入
れ
て
漁
に
励
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。

あ
る
の
に
対
し
、
下
北
半
島
寄
り
に
急
激
な
傾
斜
面
が
存
在
す
る
。

大
間
崎
か
ら
汐
首
岬
に
面
す
る
断
面
を
見
る
と
、
大
間
崎
か
ら
北
方
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
沖
合
ま
で
は
、
比
較
的
緩
や
か
な
傾
斜
を
持
っ
た
大
陸
棚
と
な
っ
て
い
る
が
、
水

深
一

0
0
メ
ー
ト
ル
前
後
の
地
点
か
ら
急
激
に
深
く
な
り
、
水
深
二
四

0
-
二
八

0
メ
ー

一
方
、
北
海
道
側
の
汐
首
岬
沖
合
か
ら
は
、
緩
や
か
な
大
陸

斜
面
が
水
深
二
八

0
メ
ー
ト
ル
台
の
海
底
谷
に
接
続
す
る
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

急
激
に
深
い
部
分
は
、
大
間
崎
沖
か
ら
尻
屋
崎
の
北
に
か
け
て
海
峡
を
東
西
方
向
に
溝

ま
た
、
下
北
半
島
と
津
軽
半
島
、
松
前
半
島
に
挟
ま
れ
た
海
深
―

1
0
0
メ
ー
ト
ル
前
後
の
地
点
に
は
三
角
形
の
盆
地
状
の
地
形
が

そ
の
西
側
に
二
つ
の
深
い
部
分
が
あ
っ
て
、
そ
の
最
深
部
が
平
坦
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
海
釜
」
と
呼
ば

そ
し
て
佐
井
村
方
面
に
か
け
て
は
、
海
深
一

0
0
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
ま
で
は
緩
や
か
な
傾

海
底
地
形
と

海
水
の
温
度

津
軽
海
峡
の
洵
底
地
形
は
、
北
海
道
側
が
比
較
的
緩
や
か
な
傾
斜
で
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第 1章大間町の自然環境

図 1-4 津軽海峡の海底地形図
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第 2節気象と海流

表 1-4 奥戸地先の水温の推移

平成 7年日平均値 単位（℃）

水温 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
日平均値 1日 10.42 7. 27 7. 73 8.88 15.42 21 71 24.55 20. 87 17.18 13.88 

2日 10.16 7 46 6.84 8.26 15. 73 21 74 25.11 20 89 15 67 13 81 
3日 10.20 7 74 7.15 8.12 15.50 22 04 24.55 20.40 14.80 13.13 
4日 11 31 8.28 8.05 7.85 15 54 22 43 23.08 20.94 15. 29 13. 74 
5日 11.27 8. 23 7. 98 8.50 17.19 21.77 23.32 20.93 15 56 14.13 
6日 9.95 8 59 8.25 8 70 16.86 22 03 23.64 19 57 16.19 13 94 
7日 8.53 8.35 8. 09 8. 99 17.34 21.85 23.58 19.16 16.64 13.37 
8日 8.94 7 31 8.23 8 45 18 43 22.07 23.88 19.91 15.96 13 11 
9日 10.83 7.31 8.09 8. 76 18.64 22.16 23.52 20.19 14 95 12 26 
10日 9.23 8.12 8.44 8.54 17.58 22 52 23.67 20 15 14 34 11.59 
11日 7 65 7.68 8.59 8.31 17 77 22.33 23.25 20.24 16.43 12 38 
12日 7.50 7.83 8.51 8.68 19 04 23.44 21.76 20.36 14 90 11.83 
13日 8.35 8.09 8 57 8.36 18.98 22.66 22.12 20.41 15. 96 11 04 
14日 8.15 7.56 8. 74 8.86 19. 71 22.24 22.98 20. 30 16.66 10.66 
15日 8.06 7 86 8. 78 9 16 19 51 23.82 23 15 20.28 16.58 11 57 
16 B 9.36 8.40 8 81 9.13 13.65 19.44 24.20 22. 94 20.15 14 61 
17日 9.69 8.56 8.84 9.20 14.13 18 75 23.93 23 05 19.66 14.51 
18日 10.39 7.58 8 41 9.16 14 25 19. 90 23.51 22.61 19.35 14. 72 
19日 9 10 7.38 8.38 14.18 20 23 23.83 22 46 19.37 15 17 
20日 8. 76 7.95 8 25 14.08 20.04 24.55 22. 29 19.39 15.80 
21日 9.63 8.19 8.35 14. 70 20 65 24.65 22 30 19.67 14 67 
22日 9.89 7.89 8 43 15.00 20 55 24.55 22.42 20.19 15.10 
23日 10.19 8.02 8.67 14.62 20.66 24 24 22.41 19. 90 15.41 
24日 9.18 7 32 8.96 14.26 20 42 24 13 22.04 19. 78 14. 95 
25日 8.45 7. 77 8 96 14.69 19.68 24.55 21.91 19.19 13 51 
26日 9.32 7.86 8.86 14. 79 20 15 24.47 21 80 17.68 13 49 
27日 8.43 7 53 8 81 15.45 20.88 24. 73 21.55 16. 99 13.01 
28日 7.65 7.24 8. 76 15.42 20.63 24 47 20.43 17 91 12.18 
29日 8.87 8 85 15.34 21 03 24. 70 20.68 17 93 12. 97 
30日 8.39 8.88 15.56 21.43 24 98 20.97 18.29 12 97 
31日 7 06 8.89 21.56 24.52 18 03 

半旬平均値 1 10.67 7 80 7 55 8.32 15.87 21. 94 24.12 20.81 15. 70 13 74 
2 9.49 7.94 8.22 8.69 17. 77 22 12 23.66 19 80 15 62 12.85 
3 7.94 7.80 8.64 8.68 19.00 22. 90 22.65 20 32 15. 91 11.49 
4 9 46 7 97 8 54 9.16 14 06 19.67 24.00 22 67 19.58 14.96 
5 9 47 7.84 8.67 14.65 20.39 24.42 22.22 19. 75 14. 73 
6 8.29 7 54 8.84 15.31 20.95 24.64 21.09 17.81 12.92 

旬平均値 上 10.08 7.87 7.88 8.50 16.82 22.03 23 89 20 30 15.66 13.30 
中 8. 70 7 89 8 59 8.86 14. 06 19 33 23.45 22.66 19. 95 15.43 11.49 
下 8 82 7 73 8 77 14 98 20.69 24.64 21 65 18.69 13.83 

月平均値 9.19 7.83 8 42 8.66 14 67 19.01 23.38 22 73 19.62 14.97 12. 70 

平成 6年

水温 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
半旬平均値 1 9 83 8 88 7 83 8.11 9.35 13 90 16.85 21 49 25.17 21.82 

2 9 80 8.36 7.95 8.42 10.20 13 91 17.48 22 81 25.60 21.60 
3 10.17 7 70 6.83 8.34 11.00 13.93 18.88 24.00 24.10 20.82 
4 9 00 7 64 7.25 8.86 11.39 15.35 20.13 23 44 23 22 19. 73 
5 9.05 8.20 7.92 9.47 12.47 14.05 19 29 22 35 23.15 19 50 
6 9.34 8 37 7 73 9.81 12.95 15 30 20. 23 23. 75 22.51 19.06 

旬平均値 上 9 82 8.62 7.89 8. 27 9 78 13.91 17.16 22.15 25.39 21.71 
中 9.59 7 67 7.04 8.60 11.19 14.64 19.51 23. 72 23.66 20.28 
下 9 21 8.26 7.82 9.64 12. 73 14.67 19.80 23.12 22 83 19.26 

月平均値 9.53 8.18 7.59 8 84 11.28 14.41 18.86 23.00 23.96 20.38 
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第 1章 大間町の自然環境

水
温
の
詳
細
は
表
1
|
4
の
と
お
り
で
あ
る
。

妙
に
変
化
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

海
水
の
温
度
に
つ
い
て
は
、
電
源
開
発
株
式
会
社
大
間
原
子
力
総
合
立
地
事
務
所
の
調
査
「
大
間
周
辺
海
域
を
中
心
と
す
る
海
況

の
推
移
」
に
よ
る
と
、
大
間
崎
周
辺
で
は
平
均
最
高
水
温
が
八
ー
九
月
の
二
二
度
C
台
、
平
均
最
低
水
温
が
ニ
ー
三
月
の
六
度
C
台

と
な
っ
て
い
る
が
、
大
間
西
側
固
定
点
の
三
メ
ー
ト
ル
層
水
温
の
経
年
変
動
の
概
況
を
見
る
と
、
年
に
よ
っ
て
、
水
温
の
高
低
が
微

「
電
源
立
地
地
域
温
排
水
対
策
事
業
報
告
書
」
（
青
森
県
）

に
よ
れ
ば
、
平
成
六
年
(
-
九
九
四
）

お
よ
び
七
年
の
奥
戸
地
先
底
層
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第3節 大間町の動物

て
い
る
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

大
間
町
奥
戸
川

上
流
で
の
調
査

哺

乳

類

第
三
節

大
間
町
の
動
物

の
よ
う
に
、

哺
乳
類
は
、
弱
肉
強
食
の
動
物
の
世
界
で
は
最
も
進
化
し
た
グ
ル
ー
プ
だ
が
、
馬
や
牛
、
豚
、
山
羊
、
羊
な
ど

人
間
に
労
力
を
提
供
し
た
り
、
食
肉
用
と
す
る
た
め
に
飼
育
さ
れ
る
哺
乳
類
、
ま
た
、
犬
や
猫
な

ど
の
ペ
ッ
ト
的
存
在
の
哺
乳
類
動
物
は
、
こ
こ
で
は
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
自
然
の
ま
ま
の
野
生
動
物

と
し
て
、
大
間
町
に
生
息
し
て
い
る
哺
乳
動
物
で
あ
る
。

し
か
し
、
野
生
の
哺
乳
類
の
生
態
を
知
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
昭
和
四
十
一
年
(
-
九
六
六
）
か
ら
大
間
町
奥
戸
川

上
流
で
は
継
続
的
な
調
査
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
、
調
査
に
適
す
る
積
雪
期
に
動
物
た

ち
の
足
跡
を
た
ど
り
、
糞
や
食
跡
を
調
べ
、
そ
の
寝
場
所
を
突
き
止
め
る
な
ど
の
苦
労
が
続
け
ら
れ
る
。
奥
戸
川
上
流
で
は
珍
し
い

哺
乳
類
の
捕
獲
例
も
多
く
、
大
間
町
の
近
隣
町
村
の
地
域
を
含
め
て
、
数
々
の
野
生
の
哺
乳
類
の
生
態
を
知
る
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い
る
。

中
で
も
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
カ
モ
シ
カ
・
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
大
型
哺
乳
動
物
が
生
息
し
、
自
然
環
境
の
関
係
で
、
そ
の
生
息
密
度
が
一

定
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
特
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル
と
カ
モ
シ
カ
は
、

天
然
記
念
物
お
よ
び
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
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第 1章 大間町の自然環境

写真 I-10 ニホンカモシカ

霊
長
目
11

ニ
ホ
ン
ザ
ル

こ
の
ほ
か
、

ノ
ウ
サ
ギ
・
リ
ス
・
ム
サ
サ
ビ
・
モ
モ
ン
ガ
・
ア
カ
ネ
ズ
ミ
・
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
・
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
・
ヒ
ミ
ズ
・
キ
ツ
ネ
・

キ
テ
ン
・
ア
ナ
グ
マ
・
エ
ゾ
イ
タ
チ
・
コ
エ
ゾ
イ
タ
チ
な
ど
が
、
奥
戸
川
上
流
の
調
査
で
そ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
厳
し

い
気
候
条
件
の
下
、
こ
れ
ら
の
動
物
に
対
す
る
保
護
が
大
き
な
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
地
の
動
物

保
護
は
主
と
し
て
、
森
林
が
保
存
さ
れ
得
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ぐ
う
て
い

一
口
に
哺
乳
類
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
食
肉
目
・
霊
長
目
・
偶
蹄
目
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

大
間
町
奥
戸
川
上
流
で
調
査
さ
れ
、
大
間
町
周
辺
地
区
で
生
息
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
哺
乳
類
の
主
な
も
の
を

各
目
別
に
列
挙
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

食
肉
目
11
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
タ
ヌ
キ
・
キ
ツ
ネ
・
テ
ン
・
イ
タ
チ
・
コ
エ
ゾ
イ
タ
チ
・
ア
ナ
グ
マ

大
間
町
に
生
息

す
る
哺
乳
動
物

げ
っ
歯
目
11
リ
ス
・
ホ
ン
シ
ュ
ウ
モ
モ
ン
ガ
・
オ
ウ
シ
ュ
ウ
ム
サ
サ
ビ
・
ヤ
マ
ネ
・
ト
ウ
ホ

ク
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
・
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
・
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
・
ア
カ
ネ
ズ
ミ

食
虫
目
11
カ
ワ
ネ
ズ
ミ
・
ホ
ン
シ
ュ
ウ
ヒ
ズ
ミ
・
ア
ズ
マ
モ
グ
ラ

食
肉
目
の
コ
エ
ゾ
イ
タ
チ
は
別
名
を
イ
イ
ズ
ナ
と
い
い
、
奥
戸
川
上
流
で
足
跡
が
確
認
さ
れ
、

の
で
、

川
内
町
で
は
捕
獲
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
同
じ
エ
ゾ
イ
タ
チ
は
一
般
に
は
オ
コ
ジ
ョ
と
呼
ば
れ
る
も

こ
れ
も
奥
戸
川
上
流
で
足
跡
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
長
後
で
は
人
々
に
目
撃
さ
れ
て
い
る
。

翼
手
目
11

コ
ウ
モ
リ

つ
さ
ぎ
目
11
ト
ウ
ホ
ク
ノ
ウ
サ
ギ

偶
蹄
目
11
カ
モ
シ
カ
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第 3節 大間町の動物

全
体
が
北
限
の
サ
ル
と
考
え
た
方
が
い
い
と
い
わ
れ
る
。

二
重
の
北
限
、

下

北

の

サ

ル

北
限
の
サ
ル

一
ホ
ン
ザ
ル
一
種
類
で
あ
り

げ
っ
歯
目
の
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
・
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
・
ト
ウ
ホ
ク
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
・
ア
カ
ネ
ズ
ミ
な
ど
は
、
奥
戸
川
の
上
流
で
捕
獲
さ
れ
て
い
て

有
名
に
な
っ
た
が
、

同
じ
ネ
ズ
ミ
で
も
食
虫
目
に
入
る
ホ
ン
シ
ュ
ウ
ト
リ
ガ
ネ
ズ
ミ
と
ジ
ネ
ズ
ミ
は
生
息
の
可
能
性
が
あ
る
と
は
い

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
間
地
域
に
生
息
す
る
こ
れ
ら
の
哺
乳
類
は
、
す
べ
て
貴
重
な
野
生
動
物
で
あ
り
、

に
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
今
後
の
調
査
・
観
察
が
期
待
さ
れ
る
。

ホ
ン
ザ
ル
で
、

世
界
中
に
は
約
二

0
0
種
類
の
サ
ル
が
い
る
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
大
部
分
は
、

ジ
ア
・
中
南
米
な
ど
、
熱
帯
を
中
心
と
し
た
地
域
に
生
息
し
て
い
る
が
、

る
の
が
ニ
ホ
ン
ザ
ル
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
サ
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
列
島
に
生
息
す
る
サ
ル
は
、

そ
の
中
で
も
一
番
北
に
棲
ん
で
い
る
の
が
下
北
の
サ
ル
な
の
で
あ
る
。

れ
ザ
ル
が
大
間
周
辺
に
混
じ
り
込
ん
だ
り
、

つ
ま
り
軋
界
中
の
サ
ル
の
中
で
北
限
に
生
息
す
る
サ
ル
が
二

そ
の
中
で
も
下
北
の
サ
ル
が
最
北
に
い
る
た
め
、
二
重
の
意
味
で
北
限
の
サ
ル
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

下
北
地
方
に
は
、
大
ぎ
く
分
け
る
と
大
間
地
区
を
中
心
と
し
た
北
部
に
数
集
団
と
、
脇
野
沢
地
区
を
中
心
と
し
た
南
部
に
数
集
団

の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
生
息
し
て
い
た
が
、
平
成
七
年
(
-
九
九
五
）
現
在
で
は
、
生
息
地
域
が
広
が
っ
て
下
北
半
島
西
部
の
山
々
全
域

に
生
息
し
て
い
る
。
大
間
周
辺
の
サ
ル
は
三
重
の
意
味
で
北
限
の
サ
ル
と
い
う
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
が
、
脇
野
沢
周
辺
の
集
団
の
離

そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
り
し
て
、

わ
れ
る
も
の
の
、
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
生
態
は
ま
だ
完
全

ア
フ
リ
カ
・
イ
ン
ド
・
東
南
ア

そ
の
中
で
一
番
北
に
ま
で
及
ん
で
い

血
が
混
じ
り
合
っ
て
い
る
た
め
、
下
北
の
サ
ル
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第 1章 大間町の自然環境

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

動
範
囲
や
生
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

下
北
の
サ
ル

の
行
動
範
囲

地
に
や
っ
て
き
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

限
の
サ
ル
で
あ
る
こ
と
を
示
す
ば
か
り
で
は
な
く

写真 I-11 北限のサル

ま
た
最
近
、

い
る
。

こ
の
下
北
の
サ
ル
は
非
常
に
特
異
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
注
目
を
集
め
て

と
い
う
の
は
、
下
北
の
サ
ル
の
遺
伝
子
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
原
始
的
な
ア
カ
ゲ
ザ
ル
の
遺

伝
子
が
非
常
に
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
カ
ゲ
ザ
ル
と
い
う
の

は
、
大
陸
の
サ
ル
の
元
に
な
っ
て
い
る
サ
ル
で
、

ザ
ル
が
分
か
れ
、

ア
カ
ゲ
ザ
ル
か
ら
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
や
タ
イ
ワ
ン

さ
ら
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
分
か
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
は
日
本
列
島
に
大
陸
か
ら

渡
っ
て
き
た
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
群
れ
が
大
ぎ
く
な
っ
て
分
裂
し
、
長
い
時
間
を
か
け
て
下
北
半
島
に

ま
で
や
っ
て
ぎ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
遺
伝
子
か
ら
み
る
と
、
下
北
の
サ
ル
は
、
大
陸
か
ら

一
直
線
に
下
北
を
め
ざ
し
て
や
っ
て
き
た
と
考
え
ぎ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
が
解
明
し
て
く
れ
る
諸
問
題
を
数
多
く
残
し
て
い
る
が
、

の
方
の
サ
ル
は
人
家
や
畑
に
出
没
す
る
の
で
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
分
布
の
中
心
地
か
ら
、

み
、
昭
和
四
十
八
年
(
-
九
七
三
）

下
北
の
サ
ル
が
二
璽
の
意
味
で
の
北

か
な
り
早
い
時
期
に
分
か
れ
て
下
北
の

非
常
に
貴
重
な
存
在
で
あ
る
下
北
半
島
の
サ
ル
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
貝
と
し
て
大
間
町
に
住

か
ら
調
査
を
続
け
て
い
る
足
澤
貞
成
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
次
第
に
そ
の
行

下
北
半
島
の
サ
ル
に
は
大
間
を
中
心
と
し
た
一
塊
と
脇
野
沢
を
中
心
と
し
た
一
塊
と
が
あ
り
、
脇
野
沢

よ
く
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
大
間
を
中
心
に
佐
井
村
、
大
畑
町
ま

で
の
範
囲
に
い
る
北
の
方
の
サ
ル
は
、
出
合
う
こ
と
も
少
な
く
、
発
見
し
て
も
素
早
く
山
の
中
を
移
動
し
て
い
く
の
で
、

ほ
と
ん
ど
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第3節 大間町の動物

そ
の
行
動
範
囲
を
見
る
と
、
昔
は
古
佐
井
川
か
ら
奥
戸
川
、
易
国
間
川
に
か
け
て
行
動
し
て
い
た
も
の
が
、
最
近
は
大
佐
井
川
か

ら
大
畑
川
流
域
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

そ
し
て
山
の
中
を
ど
の
よ
う
に
動
き
回
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
前
に
通
っ
た
ル
ー
ト
を

何
度
も
通
る
と
い
う
こ
と
は
せ
ず
、
少
し
ず
つ
違
え
る
よ
う
に
動
き
、
山
の
尾
根
や
沢
の
一
っ
―
つ
を
細
か
に
見
分
け
て
利
用
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
行
動
す
る
と
、
食
物
に
よ
く
出
合
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
食
物
自
体
を
滅
ぼ
す
こ
と
も

こ
の
木
は
以
前
に
食
べ
た

な
い
。
例
え
ば
、
璽
要
な
食
物
で
あ
る
ヤ
マ
グ
ワ
な
ど
は
、
木
の
一
本
一
本
の
場
所
ま
で
覚
え
て
い
て
、

か
食
べ
て
い
な
い
か
ま
で
知
っ
て
い
る
よ
う
に
事
細
か
く
行
動
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
大
間
を
中
心
と
し
た
サ
ル
の
一
塊
に
は
い
く
つ
か
の
群
れ
が
あ
る
が
、

に
他
群
と
出
合
う
こ
と
が
な
く
、

た
ま
に
出
合
っ
て
も
喧
嘩
す
る
こ
と
も
な
く
、
近
く
で
争
わ
ず
に
い
た
り
、

す
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
脇
野
沢
の
方
の
サ
ル
だ
と
、
行
動
範
囲
が
狭
い
た
め
、
毎
日
の
よ
う
に
顔
を
合
わ
す
の
で
、

勢
力
の
強
い
群
れ
が
弱
い
方
を
追
い
か
け
回
し
た
り
し
て
喧
嘩
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
、
生
息
す
る
場
所
の
条
件
に
よ
っ
て
、
群
れ
と

群
れ
と
の
関
係
も
違
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
群
れ
の
縄
張
り
に
つ
い
て
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、

入
り
込
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
め
っ
た
に
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
範
囲
が
広
い
た
め
に
、

め
っ
た

―
つ
の
群
れ
が
特
に
よ
く
使
う
場
所
に
他
の
群
れ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
群
れ
が
固
ま
っ
て
利
用
す
る
場
所
は
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
て
い
る

と
は
い
う
も
の
の
、
周
辺
に
広
が
る
と
、
群
れ
と
群
れ
と
の
縄
張
り
は
大
き
く
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

え
さ

サ
ル
が
冬
に
食
べ
る
餌
は
、
木
の
皮
や
冬
芽
で
あ
る
。
下
北
半
島
に
は
一
六
八
種
の
樹
木
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、

そ
の
う
ち
―
―
一
品
目
余
り
の
木
の
皮
や
芽
が
サ
ル
た
ち
の
食
物
と
な
っ
て
い
て
、
多
量
に
食
べ
る
も
の
と
少
量

し
か
食
べ
な
い
も
の
と
が
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
非
常
に
多
種
多
様
な
食
生
活
を
し
、
わ
ず
か
し
か
食
べ
な
い
も
の
も
生
薬
的
な

サ
ル
の
食
物

と
栄
養
状
態

報
道
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
生
態
を
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
緒
に
行
動
し
た
り
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気
温
の
問
題

と
造
林
計
画

度
以
上
だ
と
マ
イ
ナ
ス
の
気
温
で
も
雪
の
表
面
は
溶
け
る
が

マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下
に
な
る
と
、
雪
は
溶
け
ず
に

サ
ル
の
生
息
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
気
温
は

マ
イ
ナ
ス
四
度
だ
と
い
う
。

と
い
う
の
は

健
康
維
持
の
背
景
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
と
つ
で
も

い
ろ
い
ろ
多
種
を
食
べ
る
と
い
う
こ

ま
た
、

そ
の
食
べ
方
を
見
る
と
、
他
の
動
物
と
同
じ
よ
う
に
強
い
者
が
い
い
場
所
で
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
が
、

木
の
枝
先
は
細
い
た
め
、
弱
い
存
在
で
あ
る
子
ザ
ル
し
か
登
っ
て
い
け
な
い
。

皮
や
芽
が
食
べ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
強
い
オ
ト
ナ
の
サ
ル
た
ち
は
体
重
が
重
い
の
で
、
太
い
幹
の
厚
い
皮
を
食
べ
る
し
か
な
く
、

ち
ょ
う
ど
う
ま
い
具
合
に
平
均
し
て
強
者
に
も
弱
者
に
も
食
物
は
行
き
渡
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
野
生
の

サ
ル
に
は
病
気
が
少
な
く
、

し
か
し
サ
ル
は
、

い
う
間
題
と
な
る
と
、

け
を
食
べ
、

弱
い
も
の
も
強
い
も
の
も
、

人
間
の
よ
う
に
栄
養
学
的
に
考
え
て
食
物
を
収
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

や
は
り
、

お
い
し
い
か
、

お
い
し
く
な
い
か
の
基
準
で
食
物
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
。
脇
野
沢
周
辺
の
畑
に
出

て
き
た
サ
ル
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
食
べ
る
場
合
、

お
い
し
く
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
捨
て
て
次
々
に
口
に
合
う
も
の
だ

そ
れ
が
食
物
の
状
態
が
一
番
い
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

よ
く
し
た
も
の
で
、

ど
ん
な
理
由
で
何
を
食
べ
る
か
と

人
間
は
少
し
古
く
な
っ
た
も
の
や
腐
り
か
か
っ
た
も
の
で
も
、
無
理
し
て
何
と
か
食
べ
よ
う
と
い
う
工
夫
を
す
る
が
、

サ
ル
は
い

一
番
お
い
し
い
状
態
に
あ
る
食
物
を
食
べ
る
と
い
う
ぜ
い
た
く
な
生
き
物
で
あ
り
、

し
ゅ
ん

一
番
お
い
し
い
状
態
に
あ
る
旬
の
物
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
が
、
サ
ル
の
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

マ
イ
ナ
ス
四

サ
ラ
サ
ラ
の
状
態
に
な
る
。
す
る
と
サ
ル
の
足
の
裏
に
は
毛
が
な
い
の
で
、
雪
の
上
を
歩
く
と
雪
が
足
の
裏
に
へ
ば
り
つ
く
。
こ
れ

つ
こ
と
が
い
え
そ
う
で
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
種
類
を
よ
く
食
べ
、
平
均
し
た
体
力
維
持
を
し
て
い
る
と
い

つ
ま
り
、
太
陽
光
線
に
近
く
、
栄
養
の
多
い
枝
先
の

役
割
を
果
た
し
、
サ
ル
の
健
康
を
守
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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サ
ル
の
寿
命
と

増
加
す
る
頭
数

最
近
で
は
、
大
面
積
皆
伐

い
ず
れ
は
下
北

い
い
木
だ
け
を
抜
き
切
り
に
す
る
単
木
択
伐
が
進
め
ら
れ

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
木
が
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
層
に
わ

ス
ギ
林
に
変
え
る
な
ど
の
人
工
林
の
造
林

サ
ル
な
の
だ
か
ら
木
か
ら
木
へ
渡
っ
て
移
動
す
れ
ば
い
い
と
い
う
見
方
も
で
き
る
が
、
下
北
の
サ
ル
は
移
動
す
る
場
合
、
雪
の
上

を
歩
き
、
木
伝
い
に
移
動
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
移
動
す
る
の
は
日
中
だ
け
で
、
夜
間
は
動
か
な
い
の
で
、

四
度
以
下
の
寒
さ
が
続
く
と
、

海
道
に
住
め
る
か
住
め
な
い
か
と
い
う
条
件
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
り
、
気
温
マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下
が
ど
れ
だ
け
続
く
か

ま
た
、

サ
ル
は
冬
の
間
、

計
画
が
広
く
進
め
ら
れ
た
が
、

か
ら
―
―

1
0
歳
と
い
う
年
齢
は
、

サ
ル
の
移
動
範
囲
は
小
さ
く
な
り
、
極
端
に
行
動
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
サ
ル
が
北

で
き
る
だ
け
天
然
林
を
利
用
し
て
人
工
林
に
は
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
昭
和
三
十

年
(
-
九
五
五
）
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
、

ブ
ナ
林
な
ど
の
天
然
林
が
伐
採
さ
れ
、

そ
こ
に
は
サ
ル
た
ち
は
全
く
人
ら
な
か
っ
た
。

た
っ
て
混
じ
り
合
っ
て
い
る
自
然
の
山
が
、

サ
ル
に
限
ら
ず
、
多
く
の
動
物
に
と
っ
て
は
住
み
よ
い
山
な
の
で
あ
る
。

一
斉
人
口
林
化
の
方
針
も
変
え
ら
れ
て
、

小
さ
な
木
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
太
陽
光
線
が
存
分
に
入
り
、
自
然
に
樹
木
が
育
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

の
サ
ル
た
ち
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
自
然
林
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

下
北
に
生
息
す
る
サ
ル
は
、

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
脇
野
沢
の
サ
ル
で
は
三

0
年
ほ
ど
生
き
続
け
た
例
が
あ
る
し
、
大
間
の
オ
ス
ザ
ル

日
本
の
南
の
方
の
サ
ル
に
比
べ
て
短
命
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
も
多
い
よ
う
だ

で
も
二
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
群
れ
に
い
て
姿
を
消
し
た
の
も
い
れ
ば
、
雌
ザ
ル
の
中
で
も
、

マ
イ
ナ
ス

そ
の
く
ら
い
生
き
た
例
が
あ
る
。

日
本
の
南
方
に
生
息
す
る
サ
ル
の
寿
命
に
決
し
て
引
け
を
取
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。

頭
数
も
だ
ん
だ
ん
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
昭
和
四
十
年
(
-
九
六
五
）
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
、

二
五
歳

―二

o
i
一
三

0
頭
ぐ

が
サ
ル
の
生
息
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
気
温
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

が
冷
た
く
て
嫌
な
た
め
、
サ
ル
は
雪
の
上
を
歩
か
な
く
な
る
。
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ら
い
が
生
息
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
そ
の
倍
、
二
五

0
頭
ぐ
ら
い
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。
行
動
範
囲
の
山
々
の
木
は
伐
採
さ
れ
て
、
食
物
は
以
前
に
比
べ
て
減
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ル
の
頭
数

は
増
え
て
い
る
わ
け
で
、
木
を
切
る
と
い
う
こ
と
と
、
数
が
増
え
る
増
え
な
い
と
い
う
こ
と
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
昭
和
五
十
年
ご
ろ
に
は
三
群
し
か
い
な
か
っ
た
群
れ
も
、
今
で
は
一

0
群
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。
一
群
当
た
り
の
平
均

頭
数
は
、
か
つ
て
は
三

0
1
四
0
頭
程
度
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
一

0
頭
程
度
か
ら
七

0
頭
ぐ
ら
い
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
集
団
も
、
リ
ー
ダ
ー
の
下
に
厳
し
く
統
一
さ
れ
た
集
団
で
は
な
く
、
自
由
に
付
い
た
り
離
れ
た
り
し
な
が

ら
、
山
の
中
を
気
ま
ま
に
歩
き
回
っ
て
い
る
集
団
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
雄
は
、

五
、
六
歳
ぐ
ら
い
に
な
る
と
群
れ
を
出
て
、
離
れ
ザ
ル
と
し
て
生
活
す
る
。
人
間
で
い
え
ば
一
八

歳
前
後
の
年
代
だ
が
、
ま
る
で
放
浪
の
旅
に
出
る
よ
う
に
、
自
由
に
山
を
歩
き
回
り
、
勝
手
気
ま
ま
な
生
活
を
す
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
ま
た
集
団
に
戻
り
た
く
な
っ
た
ら
、
近
く
の
群
れ
に
近
づ
い
て
い
っ
て
、
集
団
の
一
貝
に
な
る
。
こ
れ
は
や
は
り
修
業
と
で
も

い
っ
た
一
種
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
も
み
ら
れ
、
風
雪
に
耐
え
、
夜
の
恐
怖
に
も
耐
え
て
、

程
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

い
か
く

再
び
群
れ
に
戻
っ
て
、
外
敵
に
向
か
っ
て
威
嚇
し
た
り
、

ま
た

雌
や
子
ザ
ル
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
れ
ば
、
こ
の
サ
ル
は
、

そ
の
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

一
匹
の
強
い
サ
ル
に
な
る
た
め
の
成
長
過
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写真 I-12 抱卵するウミネコの群れ

写真 I-13 

有
名
な
繁
殖
地
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
(
-
九
四
五
）
代

北
の
海
で
は
珍
し
く
な
い
ウ
ミ
ネ
コ
も
、
大
間
町
の
弁
天
島
は

で
き
る
。

ハクチョウ

下
北
半
島
で
は
数
多
く
の
鳥
類
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
大
間
町
は
鳥
の
渡
り
の
主
要
な
コ
ー
ス
の
一
っ

に
あ
る
た
め
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
野
鳥
が
飛
来
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
今
、
日
本
に
は
一
―
―
一
目
六
一
科
四

四
0
種
の
鳥
が
生
息
す
る
と
い
わ
れ
、
下
北
で
は
大
体
―

1
0
0
種
と
な
る
が
、
大
間
町
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
見
る
こ
と
が
で
ぎ
る

ば
か
り
か
、
非
常
に
珍
し
い
鳥
に
出
合
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、

日
本
で
は
一
っ
し
か
な
い
ャ
ッ
ガ
シ
ラ
の
標
本
だ
ろ
う
。
こ
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
目
ャ
ッ
ガ
シ
ラ
科

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
・
ア
フ
リ
カ
に
広
く
分
布
す
る
。

日
本
に
は
迷
い
鳥
と
し
て
ま
れ
に
飛
来
し
、
最
近
で
は
長
野
県
佐
久

の
は
、
大
間
崎
灯
台
に
衝
突
し
て
落
下
し
た
も
の
で
あ
る
。

れ
に
し
て
も
大
間
町
は
、
下
北
に
生
息
す
る
野
鳥
ば
か
り
で
な
く
、

ア
フ
リ
カ
の
迷
い
烏
ま
で
が
訪
れ
る
稀
有
な
場
所
と
い
う
こ
と
が
い
ず

い
る
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
標
本
と
な
っ
て
い
る
唯
一
の
も

村
で
は
平
成
六
年
(
-
九
九
四
）
・
七
年
・
八
年
春
に
飛
来
し
て

地
方
に
少
数
繁
殖
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
は
か
、
佐
井

の
烏
は

鳥
の
渡
り
の

主
要
コ
ー
ス

鳥

類

37 



第 1章 大間町の自然環境

ま
で
は
食
用
に
す
る
た
め
卵
が
取
り
続
け
ら
れ
、
そ
の
後
は
繁
殖
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
年
代
後
半
か
ら
再
び

確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
野
鳥
の
会
に
よ
る
調
査
の
始
ま
っ
た
昭
和
六
十
年
に
は
三

0
0
0
羽
の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
た
。
以

後
毎
年
の
よ
う
に
増
え
続
け
、
昭
和
六
十
一
年
五

0
0
0
羽
、
平
成
元
年
に
は
一
万
羽
と
な
り
、
平
成
二
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
は

三
万
羽
、
平
成
八
年
春
の
調
査
で
は
五
万
羽
の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

か
に
冬
に
米
る
カ
モ
メ
七
種
の
中
で
、

日
本
で
は
繁
殖
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
束
通
村
尻
屋
の
桑
畑
山
の
東
側
断
崖
で
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
昭
和
六
十
二
年
に
八

0
羽
の
繁
殖
が
弁
天
島
で
確
認

さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
平
成
八
年
春
の
調
査
で
は
五

0
0
0
羽
の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
奥
戸
川
に
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛
来
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
既
に
久
し
い
。
最
初
は
五
羽
ほ
ど
だ
っ
た
の
が
昭
和
五
十
四

年
に
は
二

0
羽
と
な
り
、
以
後
、

大
間
町
で
見

ら
れ
る
鳥
類

ウ
ミ
ネ
コ
は
カ
モ
メ
の
一
種
で
、
春
に
飛
来
す
る
。

オ
オ
セ
グ
ロ
カ
モ
メ
は
北
方
系
で
あ
る
た
め
、

ま
た
減
少
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
昭
和
十
一
年
以
降
、

四
十
八
年
に
な
っ
て
、
津
軽
半
島
、
六
カ
所
村
、
秋
田
県
の
八
郎
潟
に
次
い
で
、
大
間
町
で
も
見
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

一
口
に
鳥
類
と
い
っ
て
も
、
爬
虫
類
に
近
い
阿
比
目
か
ら
高
等
な
燕
雀
目
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
に
分
類
さ
れ
る
。
大

間
町
で
見
ら
れ
る
鳥
類
は
、
下
北
に
生
息
す
る
も
の
か
ら
渡
り
烏
ま
で
非
常
に
そ
の
数
が
多
い
の
で
、
全
体
を
こ

こ
に
掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
主
な
も
の
を
目
科
属
別
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。

全
ぼ
く
目
ウ
属
ウ
科
11
ウ
ミ
ウ
、
ヒ
メ
ウ

が
ん
お
う

雁
鴨
目
ガ
ン
カ
モ
属
ハ
ク
チ
ョ
ウ
科
11
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

雁
鴨
目
ガ
ン
カ
モ
属
マ
ガ
モ
科
11
マ
ガ
モ

ほ

日
本
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
オ
オ
セ
ッ
カ
が

阿
比
目
ア
ビ
科
ア
ビ
属
11

ハ
シ
ジ
ロ
ア
ビ
・
オ
オ
ハ
ム

か
ん
ぴ

管
鼻
目
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
属
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
科
11

ハ
イ
イ
ロ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
・
ハ
シ
ボ
ソ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

38 



第 3節 大間町の動物

燕
雀
目
カ
ラ
ス
属
カ
ラ
ス
科
1
1

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
・
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

燕
雀
目
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
属
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科
1
1
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
ヤ
マ
ガ
ラ
・
コ
ガ
ラ
・
ヒ
ガ
ラ

燕
雀
目
ツ
グ
ミ
属
ツ
グ
ミ
科
1
1
ト
ラ
ッ
グ
ミ
・
マ
ミ
ジ
ロ
・
ク
ロ
ッ
グ
ミ
・
シ
ロ
ハ
ラ
・
ア
カ
ハ
ラ
・
ツ
グ
ミ
・
マ
ミ
チ
ャ
ジ

以
上
、
数
え
て
い
く
と
ぎ
り
が
な
い
が
、

う
み
す
ず
め

こ
こ
で
は
挙
げ
な
か
っ
た
鶴
目
ツ
ル
属
ヒ
メ
ク
イ
ナ
科
の
ヒ
メ
ク
イ
ナ
や
海
雀
目
ウ
ミ

ス
ズ
メ
属
ウ
ミ
ガ
ラ
ス
科
の
ウ
ミ
ガ
ラ
ス
や
ハ
シ
ブ
ト
、
杜
け
ん
目
ホ
ト
ト
ギ
ス
属
ホ
ト
ト
ギ
ス
科
の
カ
ッ
コ
ウ
・
ツ
ッ
ド
リ
・
ホ

ト
ト
ギ
ス
・
ジ
ュ
ウ
イ
チ
な
ど
は
、
大
間
町
で
は
皆
お
な
じ
み
の
鳥
で
あ
り
、

ナ
イ

燕
雀
目
イ
ワ
ツ
バ
メ
属
イ
ワ
ツ
バ
メ
科
1
1
イ
ワ
ツ
バ
メ

燕
雀
目
ツ
バ
メ
属
ツ
バ
メ
科
1
1

ツ
バ
メ

写真 I-14 マガモの群れ

鷲
鷹
目
ワ
シ
タ
カ
属
ハ
イ
タ
カ
科
1
1
オ
オ
タ
カ
・
ハ
イ
タ
カ
・
ツ
ミ

じ
ゅ
ん
け
い

鶉
鶏
目
キ
ジ
属
キ
ジ
科
1
1
キ
タ
キ
ジ
・
ヤ
マ
ド
リ

し
ぎ
目
シ
ギ
属
ア
シ
シ
ギ
科
1
1
ア
シ
シ
ギ

か
も
め鴎
目
カ
モ
メ
属
カ
モ
メ
科
1
1
セ
グ
ロ
カ
モ
メ
・
オ
オ
セ
グ
ロ
・
ウ
ミ
ネ
コ
・
ワ
シ
カ
モ
メ
・

シ
ロ
カ
モ
メ
・
ユ
リ
カ
モ
メ

き
ょ
う
し

臭
鴎
目
フ
ク
ロ
ウ
属
コ
ノ
ハ
ズ
ク
科
1
1
オ
オ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
・
コ
ノ
ハ
ズ
ク

き

つ

つ

き

啄
木
鳥
目
キ
ッ
ツ
キ
属
ア
カ
ゲ
ラ
科
11
ア
カ
ゲ
ラ
・
オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ
・
コ
ゲ
ラ

燕
雀
目
ヒ
バ
リ
属
ヒ
バ
リ
科
1
1
ヒ
バ
リ

湿
地
に
、

わ
し
た
か

鷲
鷹
目
ワ
シ
タ
カ
属
イ
ヌ
ワ
シ
科
1
1
イ
ヌ
ワ
シ

山
林
に
、

そ
し
て
海
上
に
、

そ
の
翼
を
広
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写真 I-15 イカ

四
季
を
通
じ
て

豊
か
な
海
産
物

く
ま
れ
、

四

魚

介

類

げ
て
本
州
最
北
端
の
地
を
飛
び
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

写真 I-16 クロソイ

ア
イ
ナ
メ
11
ア
ブ
ラ
メ
、
ア
ブ
ラ
コ
な
ど
と
も
呼
ば
れ

ダ
イ
・
コ
ブ
ダ
イ
も
い
る
。

ま
ぎ
ま
な
漁
法
が
あ
る
。

は
か
に
、
ク
ロ
ダ
イ
・
イ
シ

級
魚
だ
け
に
一
本
釣
り
・
定
罹
網
・
は
え
縄
な
ど
の
さ

最
盛
期
は
五
・
六
・
七
月
の
三
か
月
に
絞
ら
れ
る
。
高

マ
ダ
イ
11
五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
が
漁
期
と
し
て
あ
る
が

あ
る
。

カ
で
、
小
型
で
肉
が
薄
い
。
七
i
八
月
下
旬
が
漁
期
で

大
間
町
は
津
軽
海
峡
と
太
平
洋
に
面
し
て
、
豊
か
な
海
産
物
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
変
化
に
富
ん
だ
潮
流
に
は
ぐ

四
季
を
通
じ
て
大
量
に
捕
獲
さ
れ
る
魚
貝
類
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
で
詳
述
さ
れ
る
の
で
、

は
大
間
町
の
自
然
の
中
に
生
き
る
動
物
の
一
部
と
し
て
簡
単
に
触
れ
る
だ
け
に
と
ど
め
よ
う
。

ャ
リ
イ
カ
11
大
間
周
辺
で
は
ハ
ル
イ
カ
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
イ
カ
で
、
三
月
中
旬
か
ら
六
月
が
そ
の
漁
期
で
あ
る
。

こ
こ
で

イ
カ
ナ
ゴ
11
コ
ウ
ナ
ゴ
、
コ
ナ
ゴ
と
呼
ば
れ
る
硬
骨
魚
で
、
四
月
下
旬
か
ら
六
月
ま
で
に
幼
魚
を
捕
っ
て
煮
干
し
や
佃
煮
に
す
る
。

ス
ル
メ
イ
カ
11
単
に
イ
カ
と
か
ナ
ツ
イ
カ
と
か
呼
ば
れ
る
イ
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第 3節 大間町の動物

マ
サ
バ
・
ゴ
ン
ズ
イ
・
ノ
コ
ギ
リ
ザ
メ
・
ソ
ウ
シ
ハ
ギ
・
ド
チ
ャ
ウ

で
は
魚
介
類
の
部
分
を
、
そ
の
ま
ま
紹
介
し
よ
う
。

大
間
を
北
限
と

す
る
海
の
動
物

月
か
ら
六
月
ま
で
が
漁
期
。

ス
ズ
キ
11
十
月
か
ら
十
二
月
と
、
四
月
か
ら
六
月
の
二
回
の
漁
期
が
あ
り
、
定
置
網
や
一
本
釣
り
で
捕
獲
す
る
。

カ
レ
イ
11
ム
シ
ガ
レ
イ
・
イ
シ
ガ
レ
イ
・
ナ
メ
タ
ガ
レ
イ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
。

ア
ワ
ビ
11
大
間
町
と
い
え
ば
、

貝
類
、

マ
ダ
コ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
各
種
の
タ
コ
を
、

タ
ル
流
し
ゃ
ャ
ス
突
き
な
ど
で
捕
獲
す
る
。

十
月
の
下
旬
か
ら
五
月
ご
ろ
ま
で
が
漁
期
だ
が
、
最
盛
期
は
十
一
月
か
ら
一
月
。

ア
ワ
ビ
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
、

自
力
更
生
の
原
理
』

~
こ
、

カ
ー

i
 

,
1
 

ヒ
ダ
リ
ク
チ
、
テ
ク
イ
、

い
い
ア
ワ
ビ
が
捕
れ
た
が
、
最
近
で
は
乱
獲
に
よ
っ
て
、
大
型
の

も
の
は
少
な
く
な
っ
た
。
十
一
月
一
日
か
ら
解
禁
と
な
り
、
翌
年
の
一
月
末
日
ま
で
が
漁
期
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、
マ
ス
・
ブ
リ
・
サ
メ
・
カ
サ
ゴ
・
メ
バ
ル
な
ど
の
魚
や
マ
ボ
ヤ
・
イ
ガ
イ
な
ど
の

そ
し
て
沿
岸
の
岩
礁
に
豊
富
に
あ
る
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
な
ど
が
大
間
町
の
海
の
生
き
物
で
あ
る
。

も
り

昭
和
十
年
(
-
九
三
五
）
に
大
間
尋
常
高
等
小
学
校
の
盛
校
長
の
編
集
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
『
大
間
教
育
・

の
中
に
、
「
大
間
を
北
限
と
す
る
生
物
調
査
草
稿
」
と
題
す
る
一
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
こ
こ

魚
類
11
ア
ミ
モ
ン
ガ
ラ
・
ア
カ
シ
タ
ビ
ラ
メ
・
ア
カ
カ
マ
ス
・
イ
ト
ヒ
キ
ア
ジ
・
オ
ホ
モ
ン
ハ
タ
・
オ
ニ
ア
ジ
・
イ
カ
ナ
ゴ
・

カ
ガ
ミ
ダ
ヒ
・
キ
ュ
ウ
セ
ン
・
ク
ル
マ
ダ
ヒ
・
ト
ビ
ウ
オ
・
キ
ヌ
バ
リ
・
ク
サ
ウ
オ
・
ハ
ナ
オ
コ
ゼ
・
ハ
ヲ
コ
ゼ
・
ヤ
ナ

ギ
ノ
マ
イ
・
ク
サ
ビ
マ
ン
ボ
ウ
・
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
・
ゲ
ン
ロ
ク
ダ
ヒ
・
メ
ア
ジ
・
マ
カ
ジ
キ
・
タ
チ
ウ
オ
・
メ
バ
チ
・
ゴ

貝
類
11
ナ
ツ
メ
ガ
ヒ
・
ナ
ガ
イ
ト
カ
ケ
・
ミ
ガ
キ
ポ
ラ
・
ム
シ
ロ
ガ
ヒ
・
タ
モ
ト
ガ
ヒ
モ
ド
キ
・
イ
セ
ヤ
ウ
ラ
ク
・
ツ
ノ
レ
イ

タ
コ
類
11
シ
オ
ダ
コ
、
イ
シ
ダ
コ

ア
オ
バ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
ヒ
ラ
メ
が
主
流
で
、
年
間
を
通
し
て
捕
れ
る
。
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ル
リ
ヒ
ダ
リ
マ
キ
マ
イ
マ
イ
・
オ
ホ
ス
ミ
リ
ス
カ
ハ
マ
イ
マ
イ

シ
・
レ
イ
シ
ダ
マ
シ
・
エ
ボ
ヒ
メ
ト
ク
サ
ガ
ヒ
・
ホ
シ
タ
カ
ラ
ガ
ヒ
・
ハ
ナ
ビ
ラ
タ
カ
ラ
ガ
ヒ
・
ミ
ミ
ズ
ガ
ヒ
・
オ
ホ
タ

ニ
シ
・
ダ
ン
ベ
イ
キ
サ
ゴ
・
エ
ビ
ス
ガ
ヒ
・
ス
カ
シ
ガ
ヒ
・
オ
キ
シ
ジ
ミ
・
ヤ
ヘ
ウ
メ
・
イ
セ
シ
ラ
ガ
ヒ
・
エ
ゾ
ギ
ン
チ
ャ

ク
・
ヒ
ア
フ
ギ
・
ワ
シ
ノ
ハ
・
タ
マ
キ
ガ
ヒ
・
マ
ガ
キ
・
シ
ャ
ジ
ク
・
ナ
ミ
マ
ガ
シ
ハ
・
ク
ロ
タ
マ
キ
ビ
・
ト
マ
キ
ガ
ヒ
・

カ
ガ
ミ
ガ
ヒ
・
シ
ラ
ト
リ
ガ
ヒ
・
サ
ラ
サ
バ
イ
・
サ
ル
ノ
カ
シ
ラ
・
タ
カ
サ
ゴ
ビ
ナ
・
コ
ロ
モ
ガ
ヒ
・
ス
ズ
メ
ガ
ヒ
・
カ

ラ
ス
ノ
マ
ク
ラ
・
ヒ
バ
リ
ガ
ヒ
・
ア
カ
ザ
ラ
・
ミ
ミ
ガ
ヒ
・
マ
ダ
カ
・
メ
ガ
ヒ
・
ウ
ミ
ス
ズ
メ
ガ
ヒ
・
ツ
タ
チ
ガ
ヒ
・
ベ
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第 4節 大間町の植物

バ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
森
林
の
彩
り
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

け
ら
れ
る
が
、

で
あ
り
、

と
こ
ろ
が
、

え
ば
、

下
北
半
島
の
植
物
と
動
物
に
つ
い
て
長
年
、
調
査
・
研
究
を
続
け
て
い
る
森
治
氏
に
よ
れ
ば
、

の
地
域
の
植
物
相
は
、
植
物
の
生
育
状
況
に
よ
っ
て
「
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
」
と
「
ブ
ナ
ク
ラ
ス
」
に
大
き
く
分

下
北
半
島
は
「
ブ
ナ
ク
ラ
ス
」
に
入
る
。
し
か
し
、

な
る
の
が
プ
ナ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

沢
沿
い
の
地
域
な
ど
で
は
、
昔
、

プ
ナ
と
ヒ
バ

が
基
本
の
林

F
北
の
植
物
相

そ
れ
は
決
し
て
プ
ナ
ば
か
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
基
本
と

下
北
半
島
の
場
合
は
ブ
ナ
の
中
に
ヒ
バ

下
北
の
ご
く
甚
本
的
な
森
林
と
い
え
ば
、

ヒ
バ
・
ブ
ナ
林
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
二
つ
の
組
み
合
わ
せ
ば
か
り
で
も
な
く
、

第
四
節
大
間
町
の
植
物

J

れ
ら
の
多
く
の
種
類
は
ブ
ナ
と
ヒ

マ
ッ
チ
の
軸
木
や
ゲ
タ
の
材
料
な
ど
に
し
た
サ
ワ
グ
ル
ミ
や
ト
チ
、

日
本
の
そ
れ
ぞ
れ

こ
の
ほ
か
に
さ
ま
ぎ
ま
種
類
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
例

カ
ツ
ラ
な
ど
が
あ
り
、

斜
面
の
地
域
で
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
・
コ
ナ
ラ
・
カ
シ
ワ
の
い
わ
ゆ
る
ド
ン
グ
リ
の
三
種
類
が
あ
り
、
北
通
り
の
地
域
で
は
、
特
に
海
岸

ま
で
ミ
ズ
ナ
ラ
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
は
か
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
な
ど
の
モ
ミ
ジ
類
も
あ
る
が
、

ま
た
海
岸
の
植
生
を
見
る
と
、
奥
戸
か
ら
材
木
に
向
か
っ
て
坂
を
登
っ
て
い
く
左
側
に
広
が
る
シ
ナ
ノ
キ
と
エ
ゾ
イ
タ
ヤ
の
林
に
、

（
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
）

が
入
っ
て
い
る
の
が
特
徴
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な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
音

v‘

,＇u.nn[ 

写真 I-18 ヒバ 写真 I-17 ブナ

た
も
の
も
あ
る
が

森
林
と
と
も
に

変

わ

る

植

物

で
あ
り
、

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
日
本
海
側
の
典
型
的
な
海
岸
の
植
生

ア
カ
マ
ツ
と
カ
シ
ワ
林
と
と
も
に
見
慣
れ
た
林
相
を
展
開
す
る
。
広
大
な

原
野
の
表
情
を
見
る
と
、

徴
で
あ
る
。

目
的
で
あ
っ
た
。

か
ら
、

ス
ス
キ
と
ワ
ラ
ビ
、

ス
ギ
林
は
や
せ
て
い

自
然
の
ま
ま
の
林
相
と
は
別
に
、
人
工
の
林
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
人
工
造
林
は
防
風
林
や
飛
砂
防
林
な
ど
の
目
的
を
持
っ

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
を
伐
採
し
て
成
長
率
の
い
い
ス
ギ
を
植
林
す

る
な
ど
、
森
林
生
産
の
経
済
効
率
を
高
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
主
な

は
と
ん
ど
ス
ギ
が
主
流
だ
が
、
気
象
・
地
形
・
土
壌
な
ど
の
条
件

ク
ロ
マ
ツ
を
は
じ
め
ア
カ
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
も
少
し
見
ら
れ
る
。

下
北
で
は
ス
ギ
は
標
高
三

0
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
が
適
地
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
易

国
間
川
の
奥
の
大
石
八
森
山
の
標
高
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
も
ス
ギ
が
植
林
さ

れ
た
り
し
て
、
従
来
の
下
北
の
あ
り
ふ
れ
た
林
が
人
工
林
に
変
わ
っ
た
例
は
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
し
て
、
林
相
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ

ス
ギ
な
ど
の
人
工
林
は
、
人
が
そ
の
中
に
入
っ
て
み
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
、
非
常

て
、
林
の
下
の
植
物
相
も
変
わ
っ
て
く
る
。

日
光
が
十
分
に
入
っ
て
こ
な
い
。
雑
木
林
な
ら
地
面
ま
で
日
光
が
入
る
の
で
、
林
床
が
豊
か
だ
が
、

て
、
地
面
に
育
つ
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
の
対
応
性
が
な
く
な
っ
て
く
る
。

だ
か
ら
人
工
林
か
ら
は
、
珍
し
い
植
物
は
、

だ
ん
だ
ん
な
く

広
葉
樹
の
天
然
林
な
ら
、
春
に
花
を
咲
か
せ
て
か
ら
葉
を
展
開
し
、
秋
に
は
葉
を
落
と
す
の
で
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は

H
光
が

ヨ
シ
と
タ
チ
ギ
ボ
ウ
シ
の
植
生
が
特
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ナ
ラ
を
は
じ
め

①
 

山
地
植
生
と

林
相
の
構
成

直
接
、

地
面
に
届
く
し
、
菓
が
茂
っ
て
い
る
間
も
木
も
れ

H
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ツ
ル
も
の
に
は
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・
ミ
ツ
バ

だ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
そ
の
林
の

中
に
育
つ
の
で
あ
る
。
例
え
ば
フ
キ
・
カ
タ
ク
リ
・
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
な
ど
と
い
っ
た
植
物
も
花
を
先
に
咲
か
せ
、

す
と
い
う
準
備
か
で
き
る
豊
か
な
地
面
を
必
要
と
す
る
。

物
は
育
つ
こ
と
が
で
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

日
光
の
通
り
に
く
い
貧
弱
な
ス
ギ
林
の
よ
う
な
地
面
で
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
単
に
植
物
だ
け
の
間
題
で
は
な
く
、
動
物
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
動
物
は
植
物
を
食
べ
て
生
き
て

い
る
わ
け
で
あ
り
、
多
様
な
植
物
が
あ
れ
ば
、
多
様
な
動
物
が
そ
こ
に
生
き
、
住
み
つ
い
て
い
け
る
こ
と
に
な
る
。
貧
弱
な
植
物
相

の
人
工
林
の
中
で
は
、
そ
の
動
物
相
も
単
純
で
貧
弱
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
林
と
と
も
に
移
り

変
わ
る
の
は
植
物
ば
か
り
で
な
く
、
動
物
も
そ
の
法
則
に
従
う
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
下
北
半
島
の
基
本
的
な
森
林
は
プ
ナ
と
ヒ
バ
だ
が
、

あ
る
。
炭
を
焼
く
た
め
に
伐
採
さ
れ
た
ブ
ナ
林
が
二
次
林
と
し
て
ミ
ズ
ナ
ラ
が
主
体
と
な
り
、

ラ
の
林
へ
と
移
っ
て
い
く
よ
う
に
、

生
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
ー
イ
タ
ヤ
林
、

工
林
の
林
相
に
分
け
ら
れ
る
。

ブ
ナ
ー
ミ
ズ
ナ
ラ
林
、

天
然
の
森
林
も
次
か
ら
次
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
大
体
、
現
在
の
下
北
半
島
の
山
地
植

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
ー
ブ
ナ
林
と
、
人

そ
し
て
、

工
ゾ
イ
タ
ヤ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
森
林
は
次
の
よ
う
な
構
成
と
な
る
。

ミ
ズ
ナ
ラ
ー
イ
タ
ヤ
林
1
1

こ
の
林
は
広
く
分
布
し
、
人
家
に
近
い
場
所
に
あ
る
雑
木
林
は
、
大
体
こ
の
林
相
で
あ
る
。
ミ
ズ

ベ
ニ
イ
タ
ヤ
が
主
体
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
・
サ
ク
ラ
・
カ
エ
デ

な
ど
が
混
じ
っ
て
い
て
、
低
木
に
は
ツ
ッ
ジ
・
ク
ロ
モ
ジ
・
ウ
ツ
ギ
類
な
ど
が
あ
る
。

ア
ケ
ビ
・
サ
ン
カ
ク
ヅ
ル
・
ッ
タ
ウ
ル
シ
が
入
り
、

ブ
ナ
林
、

サ
ワ
グ
ル
ミ
ー
ト
チ
林
、

そ
の
後
に
葉
を
出

こ
れ
ら
の
植

そ
の
構
成
に
は
さ
ま
ぎ
ま
な
種
類
が

さ
ら
に
ク
リ
コ
ナ

地
面
に
は
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
・
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
・
チ
ゴ
ユ
リ
・
ト
リ
ア
シ

シ
ョ
ウ
マ
・
イ
ヌ
ヨ
モ
ギ
・
オ
オ
バ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、

ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
な
ど
が
育
つ
。
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④
 

③
 コ

・
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ
・
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
な
ど
が
あ
る
。

ブ
ナ
ー
ミ
ズ
ナ
ラ
林
1
1
緩
や
か
な
斜
面
や
尾
根
沿
い
に
見
ら
れ
る
林
相
で
あ
り
、

エ
デ
・
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
・
コ
バ
ノ
ト
リ
ネ
コ
な
ど
が
混
じ
り
、
低
木
に
は
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
・
ミ
ネ
カ
エ
デ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ

な
ど
が
あ
る
。

ツ
ル
も
の
に
は
ッ
タ
ウ
ル
シ
・
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・
ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
・
イ
ワ
ガ
ラ
ミ
な
ど
が
入
り
、
地
面
に
は
チ
ゴ

ユ
リ
・
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
・
ユ
キ
ザ
サ
・
オ
ク
ノ
カ
ン
ス
ゲ
・
シ
シ
ガ
シ
ラ
・
シ
ノ
ブ
カ
グ
マ
・
オ
シ
ダ
・
ヤ
マ
ソ
テ
ツ
・
イ
ヌ

ガ
ン
ソ
ク
・
ツ
ル
ア
リ
ド
ウ
シ
・
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
な
ど
が
育
つ
。

②
 

ブ
ナ
林
1
1
ブ
ナ
の
純
林
は
カ
モ
シ
カ
ラ
イ
ン
の
湯
の
川
越
し
の
峠
な
ど
で
見
ら
れ
る
が
、
晋
通
、

カ
エ
デ
・
コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
・
ミ
ネ
カ
エ
デ
な
ど
が
混
じ
り
、
低
木
に
は
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
・
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
・

ハ
イ
イ
ヌ
ガ
ヤ
な
ど
が
あ
る
。

ツ
ル
も
の
に
は
ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
・
ッ
タ
ウ
ル
シ
な
ど
が
入
り
、
地
面
に
は
ユ
キ
ザ
サ
・
チ
ゴ
ユ

リ
・
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
・
ツ
ル
ア
リ
ド
ウ
シ
・
ア
ケ
ボ
ノ
シ
ュ
ス
ラ
ン
・
シ
シ
ガ
シ
ラ
・
シ
ノ
ブ
カ
グ
マ
・
コ
ケ
シ
ノ
ブ
・
エ
ン

レ
イ
ソ
ウ
・
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
・
ホ
ソ
バ
ノ
ト
ウ
ゲ
シ
バ
な
ど
か
育
つ
。

サ
ワ
グ
ル
ミ
・
ト
チ
・
カ
ツ
ラ
を
主
体
と
し
て
、

ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
を
主
体
に
ハ
ウ
チ
ワ
カ

ナ
ナ
カ
マ
ド
・
ハ
ウ
チ
ワ

サ
ワ
グ
ル
ミ
ー
ト
チ
林
1
1
沢
沿
い
の
湿
潤
な
地
帯
に
よ
く
発
達
し
、
林
床
の
植
物
の
種
類
も
多
い
。
広
く
各
地
に
分
布
し
、

ベ
ニ
イ
タ
ヤ
・
オ
ニ
イ
タ
ヤ
・
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
・
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
・
シ
ウ

リ
ザ
ク
ラ
な
ど
が
混
じ
り
、
低
木
に
は
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
・
キ
プ
シ
・
ウ
リ
ノ
キ
・
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
・
ニ
ワ
ト

ツ
ル
も
の
に
は
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・
サ
ル
ナ
シ
・
マ
タ
タ
ビ
・
ミ
ヤ
マ
マ

タ
タ
ビ
・
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
・
サ
ン
カ
ク
ヅ
ル
・
ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
・
ツ
ク
ウ
ル
シ
な
ど
が
入
り
、
地
面
に
は
ミ
ヤ
マ
イ
ラ
ク
サ
・

ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ
・
タ
マ
ブ
キ
・
ノ
ブ
キ
・
ア
キ
タ
ブ
キ
・
ヤ
グ
ル
マ
ソ
ウ
・
ア
カ
ソ
・
ア
ゼ
ス
ゲ
・
ヨ
ブ
ス
マ
ソ
ウ
・
オ
ニ

シ
モ
ッ
ケ
・
タ
チ
ア
ザ
ミ
・
サ
ワ
ア
ザ
ミ
・
エ
ゾ
ノ
ヒ
レ
ア
ザ
ミ
・
ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
・
ク
ジ
ャ
ク
シ
ダ
・
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ

ダ
・
ナ
ラ
イ
シ
ダ
・
モ
ミ
ジ
ガ
サ
・
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
・
キ
ッ
リ
フ
ネ
な
ど
が
育
つ
。
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美
し
い
。
し
か
し
こ
の
植
物
は

二
種
類
あ
る

珍
し
い
植
物

珍
し
い
植
物

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
ー
ブ
ナ
林
11
下
北
半
島
の
主
体
で
あ
る
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
は
、
部
分
的
に
純
林
を
な
す
こ
と
も
あ
る
が
、

沢
沿
い
・
斜
面
・
尾
根
、
そ
の
他
広
い
範
囲
で
混
交
す
る
。
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
・
ブ
ナ
を
主
体
に
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ト
チ
・
カ
ッ
ラ
・

サ
ワ
グ
ル
ミ
か
混
じ
り
、
低
木
に
は
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
・
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
・
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
な
ど
が
あ
る
。

シ
バ
・
ユ
キ
ザ
サ
・
ナ
ラ
イ
シ
ダ
・
オ
シ
ダ
な
ど
が
育
つ
。

⑤
 ツ

ル
ウ
メ
モ
ド
キ
・
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・
マ
タ
タ
ビ
・
サ
ル
な
し
な
ど
か
入
り
、

ツ
ル
も
の
に
は
、

地
面
に
は
オ
ク
ノ
カ
ン
ス
ゲ
・
ホ
ソ
バ
ノ
ト
ウ
ゲ

下
北
半
島
は
本
州
最
北
端
に
位
誼
す
る
だ
け
に
、
珍
し
い
植
物
も
少
な
く
な
い
。
大
き
く
見
れ
ば
、
本
州
最
北
端

に
あ
り
な
が
ら
、
下
北
半
島
全
体
が
日
本
海
岸
の
要
素
を
強
く
持
っ
た
亜
高
山
帯
・
高
山
帯
を
欠
く
温
帯
植
物
相

と
い
え
る
が
、
本
格
的
な
も
の
で
は
な
く
て
も
高
山
植
物
と
呼
べ
る
も
の
も
あ
り
、

か
な
り
多
彩
な
植
物
群
が
あ
る
。

珍
し
い
植
物
は
、
あ
り
ふ
れ
た
植
物
の
中
に
あ
る
も
の
と
、
あ
り
ふ
れ
た
植
物
が
成
立
し
な
い
場
所
に
あ
る
も
の
と
の
二
種
類
に

ほ
て
い

分
け
ら
れ
る
が
、
前
者
で
は
ホ
テ
イ
ラ
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
。
下
北
半
島
の
ホ
テ
イ
ラ
ン
は
、
布
袋
様
の
腹
部
の
よ
う
な
袋
状
の
唇
弁

き
ょ

が
付
い
て
い
て
、
特
に
ヒ
メ
ホ
テ
イ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
、
唇
弁
の
下
に
二
本
の
距
が
少
し
見
え
る
も
の
が
ヒ
バ
林
の
中
で
目
立
っ
て

ヒ
バ
林
の
上
の
方
に
な
る
と
群
生
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
サ
サ
の
地
域
で
は
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
植
物
で
、
最
近
で
は
ヒ
バ
林
の
減
少
や
採
集
に
よ
っ
て
、
年
々
滅
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
針
葉
樹
の
中
に
葉
を
キ
レ
ギ
レ
に
広
げ
、
中
か
ら
茎
を
立
て
て
白
い
花
を
美
し
く
咲
か
せ
る
オ
サ
バ
グ
サ
が
あ
り
、

こ
れ
は
ヒ
メ
ホ
テ
イ
ラ
ン
よ
り
も
水
気
の
多
い
場
所
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
最
近
ぐ
っ
と
少
な
く
な
っ
た
オ
オ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
は
、
奥
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特
に
大
間
町
の
材
木
地
区
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
、

戸
川
の
流
域
で
ま
だ
見
か
け
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
で
珍
し
い
植
物
で
あ
る
。

後
者
の
あ
り
ふ
れ
た
植
物
層
が
成
立
し
な
い
場
所
に
見
ら
れ
る
珍
し
い
植
物
に
は
、
ま
ず
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
で
一
番
美
し
い
と
い
う
評
判
が
あ
っ
た
。
下
北
半
島

で
は
恐
山
に
非
常
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
多
い
が
、
恐
山
も
硫
黄
の
影
響
で
他
の
植
物
が
あ
ま
り
生
長
で
き
ず
、
荒
れ
た
岩
場
で
あ
り
、

材
木
地
区
と
同
じ
条
件
に
あ
る
。

び
ょ
う
ぶ
だ
て

屏
風
立
岩
は
奥
戸
の
屏
風
立
岩
周
辺
は
、
春
の
美
し
い
植
物
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
ユ
キ
ワ

植
物
の
宝
庫
リ
ソ
ウ
で
、
下
北
半
島
で
は
東
通
村
尻
屋
桑
畑
山
と
こ
こ
の
二
か
所
で
し
か
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
独

特
の
実
を
付
け
る
エ
ゾ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
も
北
海
道
に
は
広
く
分
布
し
て
い
る
も
の
の
、
下
北
半
島
で
は
佐
井
村
の
鍵
掛
岩
（
願
掛
岩
）

と
こ
の
奥
戸
の
屏
風
立
岩
の
二
か
所
に
し
か
な
く
、
よ
じ
れ
た
実
と
白
い
花
が
特
徴
で
あ
る
。

写真 I-19 ハマギク

ピ
ン
ク
色
を
し
て
い
て
、

写真 I-20 ハナナス

写真 I-21 弁天島に咲くエゾスカシュリ

48 



第 4節 大間町の植物

こ
の
よ
う
に
、
場
所
に
よ
っ
て
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
す
る
の
が
高
山
植
物
の
特
徴
で
、

ヤ
マ
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
も
、

形
態
が
違
う
と
い
う
高
山
植
物
も
あ
る
。
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
い
う
サ
ク
ラ
が
そ
れ
で
、
例
え
ば
縫
道
石
山
の
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
は
、

メ
シ
ベ
に
き
れ
い
な
毛
が
生
え
て
い
て
、

こ
れ
が
典
型
的
な
特
徴
の
は
ず
だ
が
、
釜
臥
山
の
そ
れ
に
は
め
っ
た
に
毛
が
生
え
て
こ
な

い
。
そ
れ
に
縫
道
石
山
の
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
弁
は
頭
が
丸
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
障
子
山
の
そ
れ
は
、
普
通
の
サ
ク
ラ
の
よ

く
ぼ

う
に
ち
ょ
っ
と
窪
み
が
あ
る
な
ど
、
微
妙
な
と
こ
ろ
で
変
わ
っ
て
い
る
。

あ
る
程
度
の
距
離
が
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
化
す
る
の
が
わ
か
る
。

そ
し
て
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
い
う
と
大
木
だ
と
い
う
通
念
が
あ
る
が
、

る
高
山
植
物
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
高
山
植
物
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
か
な
り
あ
る
。

オ
ス
と
メ
ス
が
別
株
の
高
山
植
物
で
、
夏
に
実
を
付
け
て
い
る
も
の
と
実
を
付
け
な

い
で
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
と
が
あ
っ
て
、
メ
ス
株
と
オ
ス
株
と
の
区
別
が
つ
く
。
こ
れ
は
近
く
の
大
滝
沢
に
も
あ
る
の
で
、

一
塊
の
も
の
と
見
て
い
い
が
、
む
つ
市
の
釜
臥
山
・
屏
風
立
岩
に
は
な
い
。
し
か
し
、
尻
屋
の
桑
畑
山
に
は
ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き

下
北
半
島
に
は
あ
る
が
八
甲
田
山
に
は
な
い
。
ま
た
、

縫
道
石
山
に
見
ら
れ
る
イ
ワ
ベ
ン
ケ
イ
は

植
物
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
は
ず
だ
が

屏
風
立
岩
に
は
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
林
の
中
に
、
先
に
述
べ
た
ヒ
メ
ホ
テ
イ
ラ
ン
の
美
し
い
姿
が
あ
っ
た
り
、

向
け
て
い
て
写
真
に
写
せ
な
い
よ
う
な
コ
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
あ
っ
た
り
、
先
端
が
岩
に
着
く
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
根
を
生
や
し
て
ク

モ
の
巣
状
に
繁
茂
す
る
ク
モ
ノ
ス
シ
ダ
を
見
か
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
の
ク
モ
ノ
ス
シ
ダ
は
、

か
つ
て
は
桑
畑
山
や
尻
屋

の
石
炭
岩
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
だ
が
、
今
で
は
も
う
簡
単
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
珍
し
い
植
物
に
な
っ
て
い
る
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
下
北
半
島
に
は
九

0
0
メ
ー
ト
ル
を
超
す
高
い
山
は
な
く
、

そ
の
代
表
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
ミ

同
じ
種
類
な
の
に
、
場
所
が
離
れ
て
い
る
た
め
に
、

下
北
に
は
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
大
木
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

い
ず
れ
も
も
と
も
と
は
同
じ
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が

下
北
半
島
の

高
山
植
物
群

い
わ
ゆ
る
本
格
的
な
高
山

い
つ
も
花
を
下
に

49 



第 1章 大間町の自然環境

珍
し
い
植
物
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
北
方
の
寒
い
地
域
の
系
統
の
も
の
も
多
い
。

強
い
も
の
が
桑
畑
山
に
は
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
ど ま
た
、
ト
ゲ
が
ひ
ど
く
て

色
い
花
を
付
け
る
の
で
キ
ン
ギ
ン
ボ
ク
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

行
き
や
す
く
な
っ
た
。

ま
た
、
も
う
一
っ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
、
イ
ワ
ウ
メ
が
あ
る
。
佐
井
村
福
浦
の
福
浦
川
の
奥
に
あ
る
大
滝
で
見
か
け
ら
れ

る
素
晴
ら
し
い
高
山
植
物
で
、
昔
は
地
図
も
な
く
、
人
が
入
れ
な
い
場
所
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
林
道
が
通
り
、
比
較
的

ま
だ
ま
だ
非
常
な
難
所
に
あ
る
高
山
植
物
で
あ
る
。

よ
う
な
岩
場
に
も
、

そ
れ
な
り
の
植
物
が
生
き
残
り
、
珍
し
い
植
物
と
し
て
私
た
ち
の
前
に
姿
を
現
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
尻
屋
の
桑
畑
山
は
岩
場
ば
か
り
の
山
で
あ
り
、
極
度
に
水
は
け
が
良
く
て
乾
燥
す
る
場
所
だ
し
、

ぐ
ら
い
で
、
上
の
方
に
行
く
と
ま
っ
た
く
木
が
な
い
と
い
っ
て
も
い
い
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、
牛
や
馬
に
食
わ
れ
て
も
回
復
力
の
強
い

植
物
が
残
っ
た
り
、
あ
る
い
は
牛
や
馬
が
食
べ
な
い
毒
や
ト
ゲ
の
あ
る
珍
し
い
植
物
が
残
っ
て
い
る
。
毒
が
あ
る
も
の
に
は
、
小
さ

い
ひ
ょ
う
た
ん
の
よ
う
な
実
が
二
つ
つ
な
が
る
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
と
い
う
植
物
が
あ
り
、
葉
っ
ぱ
に
銀
色
っ
ぽ
い
毛
を
生
や
し
、
黄

ヘ
ビ
で
さ
え
嫌
が
る
だ
ろ
う
と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
た
ヒ
ロ
ハ
ヘ
ビ
ノ
ボ
ウ
ズ
や
ジ
ョ
ミ
の
類

い
く
ら
食
べ
ら
れ
て
も
次
か
ら
次
へ
と
葉
を
出
す
植
物
も
あ
り
、
毒
が
あ
っ
た
り
、
ト
ゲ
が
あ
っ
た
り
、
回
復
力
が
非
常
に

氷
河
期
か
ら

生
き
る
植
物

い
る
。

と
は
い
う
も
の
の
、

つ
ま
り
氷
河
期
の
昔
に
南
下
し
て
き
て

ッ
ツ
ジ
が
生
え
て
い
る

こ
の
背
丈
の
小
さ
な
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、
花
が
全
部
上
を
向
い
て

縫
道
石
山
な
ど
で
は
、
岩
の
裂
け
目
の
土
が
た
ま
っ
て
い
る
場
所
に
生
え
て
い
る
低
木
で
あ
り
、
普
通
サ
ク
ラ
の
花
と
い
う
の
は
下

か
ら
見
上
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
花
も
皆
下
を
向
い
て
い
る
が
、

以
上
の
よ
う
に
眺
め
て
く
る
と
、
奥
戸
の
屏
風
立
岩
周
辺
を
は
じ
め
下
北
半
島
に
は
、
珍
し
い
植
物
の
宝
庫
と
い
っ

て
も
い
い
ほ
ど
の
豊
か
な
植
物
が
存
在
す
る
自
然
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
森
林
が
成
立
し
な
い

50 



第4節 大間町の植物

温
暖
化
す
る
に
従
っ
て
、

く
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
森
林
が
形
成
さ
れ
る
と
同
時
に
次
第
に
消
え
て
ゆ
く
宿
命
に
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
生
ぎ
て
い

い
く
つ
か
の
条
件
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
北
方
系
の
植
物
は
、
冬
に
は
多
少
暖
か
く
て
も
生
き
て
い
け
る
が
、
夏

の
高
温
に
は
非
常
に
弱
く
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
霧
が
か
か
っ
た
り
、
沢
や
滝
か
ら
吹
き
上
げ
る
し
ぶ
き
で
冷
涼
な
環
境
が
な

そ
う
い
う
意
味
で
奥
戸
の
屏
風
立
岩
や
縫
道
石
山
や
桑
畑
山
な
ど
は
、
夏
に
は
霧
で
覆
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

ど
か
ら
の
し
ぶ
き
に
よ
っ
て
、
夏
の
高
温
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
で
き
る
の
で
、
遠
く
氷
河
期
の
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
元
気
で
生
き
て
い

る
植
物
が
現
在
で
も
存
在
す
る
。
私
た
ち
は
現
代
を
生
き
な
が
ら
、
氷
河
時
代
の
植
物
と
も
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
、
素
晴

魚
介
類
と
同
様
に
大
間
町
の
豊
か
な
海
産
物
の
中
で
、
海
藻
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
が
、

ひ

マ
ン
ケ
曳
き
、

カ
ギ
採
り
な
ど
に
よ
っ
て
採
取
さ
れ
、
操
業
者
数
は
最
も
多
い
。

ワ
カ
メ
11
三
月
か
ら
八
月
下
旬
ま
で
採
集
さ
れ
、
採
集
方
法
は
カ
マ
採
り
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

ア
マ
ノ
リ
11
年
間
を
通
し
て
採
集
さ
れ
、
採
集
方
法
は
ク
シ
採
り
で
あ
る
。

ア
カ
ハ
タ
11
年
間
を
通
し
て
採
集
さ
れ
、
採
集
方
法
は
ね
じ
り
採
り
で
あ
る
。

コ
ン
ブ
11
七
月
下
旬
か
ら
十
月
下
旬
ま
で

部
と
し
て
、
簡
単
に
記
述
す
る
に
と
ど
め
る
。

海
の
植
物
と

北
限
の
海
藻

つ
い
て
も
、
第
五
章
で
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

）
こ
で
は
大
間
町
の
自
然
の
中
に
生
き
る
植
物
の

海

藻

ら
し
い
下
北
の
自
然
の
中
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

け
れ
ば
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

）
の
海
藻
類
に

沢
や
渓
流
や
滝
な
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ノ
リ
・
シ
ホ
ク
サ
・
ユ
ヒ
キ
リ
・
ト
サ
カ
ノ
リ

生
物
調
査
の
海
藻
類
の
部
分
だ
け
を
抜
粋
し
て
み
よ
う
。

て
採
集
さ
れ
る
。

モ
ズ
ク
11
六
月
上
旬
か
ら
八
月
下
旬
ま
で
、

写真 I-22 フノリ

ク
マ
デ
採
り
、 写真 I-23 

エ
ゴ
ノ
リ
11
七
月
中
旬
か
ら
十
月
下
旬
ま
で
の
三
か
月
間
に
、

ク
マ
デ
採
り
、

ね
じ
り
採
り
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
る
。

サ
サ
ラ
ホ
ク
採
り
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
る
。

以
上
、
大
間
町
の
主
な
海
藻
類
の
漁
期
と
漁
具
漁
法
を
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
大
間
町
に
見
ら
れ
る
海
藻
類
に
は
、
も
っ
と
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
先
に
魚
介
類
の
項
で
も
紹
介
し
た
『
大
間
教
育
・
自
力
更
生
の
原
理
』
の
中
か
ら
、
大
間
町
を
北
限
と
す
る

ボ
タ
ン
ア
オ
サ
・
ホ
ソ
ジ
ュ
ズ
モ
・
フ
サ
イ
ワ
ヅ
タ
・
ハ
ヒ
ミ
ル
・
ウ
ル
シ
グ
サ
・
ケ
ウ
ル
シ
グ
サ
・
ツ
ル
モ
・
ジ
ョ
ロ
モ
ク
・

ウ
ミ
ト
ラ
ノ
オ
・
オ
ホ
ノ
ノ
リ
・
コ
ト
ジ
ッ
ノ
マ
タ
・
ト
チ
ャ
カ
・
ヒ
ラ
コ
ト
デ
・
シ
キ
ン
ノ
リ
・
カ
イ
ノ
リ
・
イ
ボ
ノ
リ
・

ホ
ソ
バ
ノ
ト
サ
カ
モ
ド
キ
・
ユ
ナ
・
ト
ゲ
イ
ギ
ス
・
イ
シ
カ
ニ
ノ
オ
・
オ
ホ
シ
コ
ロ
・
イ
ソ
ム
ラ
サ
キ
・
ア
カ
モ
ク
・
ス
メ
ハ

フ
ノ
リ
11
十
二
月
上
旬
か
ら
三
月
中
旬
ま
で
、
手
採
り
に
よ
っ

に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
る
。

ヒ
ジ
キ
11
十
二
月
上
旬
か
ら
四
月
下
旬
ま
で

ワカメ

ク
採
り
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

テ
ン
グ
サ
11
年
間
を
通
し
て
採
集
さ
れ

採
集
方
法
は
サ
サ
ラ
ホ
ク
採
り
で
あ
る
。

マ
キ
リ
採
り

こ
れ
も
サ
サ
ラ
ホ

ツ
ノ
マ
タ
11
四
月
上
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
ま
で
採
集
さ
れ
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